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時 代とともに少なくなってきた石垣。横川町山
ケ野にはきれいに積まれた石垣がまだ残る｡

木陰からの涼風が石垣の間を通り心地よさを感
じる。癒しのときと歳月を重ねた石垣の光景には
古老がよく似合う。
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◎今月の表紙

先日、30 歳以下の職員だけの交流会がありま
した。まだ知らない職員もいて、参加したいなぁ
と思ったら今年で 31歳。諦めて仕事をしてい
たら、後輩が「交流会行かないんですか」と一
言。「オレ 31」と答えると苦笑いで走り去る後
輩。なんだか秋の夜風を寂しく感じました。（み）

子どもたちが通うＭ小学校の運動会があった。「か
けっこ」長男が4 番、長女が 2 番、いよいよ次
男の番。ビデオカメラを持つ手が子どもを追い
かける。「早い、2 番だ」ばあちゃんも喜ぶ。（さ
すがわが息子）と思い子どもにズーム。違う子
だった。やっぱり、かえるの子はかえる。（た）

スポーツの秋、各学校、地域で運動会が行われ
ています。母校の小学校へ 6 年ぶりに見に行く
と、ちょうど昼時で「親父の会」によるパフォー
マンスが行われ大爆笑。年々児童数が少なく
なる中、運動会を盛り上げようと一生懸命でし
た。また、来年も見に行きたいと思います。（い）

もうすっかり秋。各学校では運動会がありまし
た。小学校２年生のめいが ｢今年のかけっこは
５番くらいかな｣と欲のない発言を。｢けしんか
ぎぃ、きばらんね ｣と励ますばあちゃんに｢ 死ん
だらダメだよ｣と冷静に返しためい。そうじゃなく
て…。まぁ自分なりにがんばればいいよね。（あ）

Editor's

◎人口／128,180人（ 1ー3）
男性／ 61,951人（ｰ4） 女性／ 66,229人（ｰ9）
出生110人／死亡100人　転入507人／転出531人
◎世帯数／56,184世帯（＋93）

（平成18年９月1日現在）



緊
急
防
災
会
議
で

問
題
点
と
対
策
を
検
討

６
、７
月
に
霧
島
市
は
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

各
地
に
大
き
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
６
月
24
日

と
７
月
21
日
に
は
災
害
警
戒
本
部
が
、
７
月
22

日
に
は
災
害
対
策
本
部
が
霧
島
市
発
足
後
、
初

め
て
設
置
さ
れ
災
害
へ
の
対
策
が
と
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
対
策
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
た
た
め
、
市
の
災
害
対
応
を
検

証
し
、
問
題
点
・
対
策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
８
月
31
日
、
緊
急
防
災
会
議
が
開
か
れ
今

後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
の
問
題
に
な
っ
た
の
が
避
難
者
へ

の
食
事
提
供
の
問
題
。
市
と
し
て
避
難
者
へ
の

食
事
提
供
に
つ
い
て
の
対
応
が
統
一
さ
れ
て
お

ら
ず
、
具
体
的
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
避
難
所
に
よ
っ
て

対
応
が
違
う
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
。
そ
こ
で
、

統
一
し
た
考
え
方
と
し
て
、
被
災
者
（
避
難
指

示
を
含
む
）
に
は
食
事
を
提
供
す
る
、
被
災
を

被
っ
て
な
い
避
難
者
（
自
主
避
難
、避
難
勧
告
）

に
は
基
本
的
に
食
事
提
供
は
し
な
い
、
た
だ
し
、

避
難
期
間
の
長
短
や
避
難
時
の
状
態
、
高
齢
者

や
病
人
な
ど
状
況
に
応
じ
て
は
食
事
提
供
を
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
問
題
点
と
し
て
、
避
難
勧
告
に
応

じ
た
避
難
者
は
全
体
の
わ
ず
か
１
・
８
㌫
と
少

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
対
応
策
と
し
て
は
避
難

者
に
避
難
勧
告
の
重
要
性
の
周
知
や
勧
告
の
時

期
を
検
討
す
る
な
ど
の
案
が
で
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
出
さ
れ
、
今

後
の
市
防
災
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

いざというときのための

防災のススメ
豪雨災害の教訓を生かし、異常気象や台風による集中豪雨・洪水・土砂崩れなど防
災の備えの必要性を訴え、住民の生命と財産を守ることに徹します。

避難時の情報伝達の方法
災害などにより、避難が必要と認められる
状況になれば、市長などの命令を受けた市職
員や消防関係者などから避難勧告・避難指

示が出されます。避難が必要と認めら
れる状況の判断は、その時に応じて災
害対策本部などが行い周知します。

避難勧告と避難指示の違い
・ 避難勧告…明らかに危険が事前に予想され、
避難行動を開始しなければならない段階で
あり、人的被害の発生する可能性が明らか
に高まった状況。
・ 避難指示…危険が切迫した状況で、人的
被害の発生する危険性が非常に高いと判
断された状況。

日ごろからの備え
災害はいつ、どこで発生するか分かりませ

ん。そのため、日ごろから次のような備えが大
切になります。
・ 避難所＝市内には１６４か所の避難所があ
ります。近くの避難所の場所とルートを確認
する。
・ 避難グッズ＝食料や衣類などの避難に必要
な物を揃えておく。
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災
害
で
分
か
っ
た

問
題
点
と
対
応
の
し
か
た

鹿
児
島
県
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
２
つ

の
豪
雨
。
霧
島
市
も
例
外
で
は
な
く
、
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
６
月
24
日
に
は
市
内
各

地
で
午
前
５
時
ご
ろ
か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
に
か

け
て
豪
雨
に
遭あ

い
、
牧
園
地
区
で
は
時
間
最
大

雨
量
84
㍉
の
猛
烈
な
雨
が
降
り
、最
も
少
な
か
っ

た
福
山
地
区
で
も
40
㍉
の
激
し
い
雨
を
記
録
し

ま
し
た
。こ
の
雨
で
天
降
川（
東
郷
観
測
所
）
の

水
位
が
午
前
９
時
に
警
戒
水
位
の
８
㍍
を
超
え

て
８
・
51
㍍
ま
で
水
位
が
上
が
り
ま
し
た
。
被

害
額
は
市
内
で
約
１
億
７
千
万
円
に
達
し
、
特

に
農
業
関
係
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

７
月
21
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
は
、
記
録
的

な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
牧
園
町
の
新
湯
で
は
降

り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
が
１
、２
２
８
㍉
を
記

録
し
ま
し
た
。
県
内
で
も
湧
水
町
や
さ
つ
ま
町

な
ど
県
北
部
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

市
内
の
３
日
間
の
総
雨
量
は
横
川
地
区
で
６
０

５
㍉
、
牧
園
地
区
で
５
４
０
㍉
、
溝
辺
地
区
で

４
８
１
㍉
を
記
録
。
午
後
２
時
過
ぎ
に
は
天
降

川
（
東
郷
観
測
所
）
の
水
位
が
危
険
水
位
の
９

㍍
を
超
え
９
・
44
㍍
に
達
し
、
危
険
な
状
況
に

陥お
ち
いり
ま
し
た
。
一
方
、
横
川
地
区
で
は
清
水
川

流
域
の
住
民
に
対
し
て
浸
水
の
恐
れ
が
で
た
た

め
１
、
０
１
２
世
帯
、
２
、
３
６
８
人
に
避
難

勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
豪
雨
で
の
市
の

被
害
額
は
約
２
億
６
千
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

９
月
17
日
に
九
州
地
方
を
襲
っ
た
台
風
13
号

は
、
市
に
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
沖
縄
県
竹
豊
町
で
最
大
瞬
間
風
速

69
・
９
ｍ
／
ｓ
、
長
崎
県
長
崎
市
で
は
最
大
風

速
46
ｍ
／
ｓ
を
観
測
す
る
な
ど
観
測
史
上
最
も

強
い
最
大
風
速
、
最
大
瞬
間
風
速
を
記
録
し
ま

し
た
。
ま
た
、
台
風
と
活
発
な
前
線
の
活
動
に

よ
り
九
州
各
地
は
大
雨
に
も
見
舞
わ
れ
、
１
時

間
雨
量
が
大
分
県
佐さ
え
き
し

伯
市
で
１
２
２
㍉
、
佐
賀

県
伊
万
里
市
で
99
㍉
と
い
う
記
録
的
な
大
雨
と

な
り
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
、
私
た
ち
の
想
像
を
超
え
る
力

で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
ん
な
自

然
災
害
に
対
し
、
市
は
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
市
で

は
６
月
の
豪
雨
の
と
き
に
災
害
警
戒
本
部
を
、

７
月
で
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
災
害
に

対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
後
、
災
害
対
策

会
議
を
開
き
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

６
月
の
豪
雨
に
つ
い
て
は
、
本
庁
と
総
合
支
所

と
の
連
絡
体
制
や
災
害
情
報
の
報
告
・
通
報
要

領
、
避
難
所
の
職
員
の
配
置
、
災
害
情
報
の
収

集
手
段
の
整
備
、
災
害
対
策
本
部
な
ど
の
場
所

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
７
月
の
豪
雨
に
つ
い

て
は
、
災
害
対
応
の
問
題
点
や
防
災
関
係
機
関

と
の
意
思
の
疎
通
と
情
報
の
共
有
、
避
難
所
の

食
事
提
供
の
実
態
、
災
害
対
策
本
部
の
施
設
整

備
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

市
で
は
現
在
、防
災
業
務
の
大
綱
を
示
す「
霧

島
市
地
域
防
災
計
画
」
を
作
成
中
で
す
。
今
回

分
か
っ
た
問
題
点
や
対
策
、
そ
し
て
災
害
対
策

会
議
で
協
議
し
た
内
容
を
こ
の
防
災
計
画
に
取

り
入
れ
。
今
後
の
防
災
の
た
め
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発

生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
市
や
防
災
機
関
だ

け
で
は
市
民
13
万
人
を
守
っ
て
い
く
の
は
難
し

く
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
日
ご
ろ
か
ら

防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

大雨で増水し天降川が危険な状態に

http://www.city-kirishima.jp/122001/emergency_info/index.htm
霧島市のホームページに市指定避難場所一覧が掲載されています。事前に最寄りの避難所を確認してください。

市では防災について放送設備など防災
上の設備や防災能力の向上といった人的
体制の整備に全力で取り組んでいるとこ
ろです。例えば、地域防災計画や防災マッ
プの作成、自主防災組織の活性化など
です。しかし、大きな災害が起きた場合
に備え市民の皆さまも日ごろから防災意
識を持っていただくことが大切です。

宇
都 

克
枝

霧
島
市
危
機
管
理
監

私は、豪雨や台風のたびに避難しな
いといけません。そのため避難用具はい
つも準備していて、避難も早めに自主避
難しています。しかし、７８歳になる私は、
避難所まで杖をついて歩いて行くため毛
布などを持参することができません。避
難所には毛布を準備するなど、災害弱者
への対応を検討してほしいです。

福
ヶ
迫 

數
雄
さ
ん

豪
雨
避
難
者
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ご

長

寿

万

歳

耳
が
少
し
遠
く
な
り
ま
し
た
が
、

長
寿
の
秘
け
つ
は

よ
く
食
べ
、
よ
く
話
す
こ
と
で
し
ょ
う
か

皆
さ
ん
が
元
気
で
末
永
く
暮
ら
せ
る
よ
う
お
祈
り
し
ま
す

市
内
で
最
高
齢
者
の
本
田
ユ
ミ
さ
ん
（
１
０
６
歳
）
。
隼
人
町
松
永
の
ご
自
宅
で
市
長
と
笑
顔
で
話
す
。

本田さんは話をするのが大好き。耳が少し遠くなりまし
たが、いつも笑顔で話しています。もう一つ好きなの
がトマト。今でも毎日トマトを食べていて、昔はみんな
からトマト婆さんと呼ばれていたほど。「よく食べ、よく
話す」ことが長生きの秘けつのようです。

ごちょうじゅばんざい
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霧
島
市
の
ご
長
寿

９
月
18
日
の
「
敬
老
の
日
」
を
前
に
市
で

は
高
齢
者
の
方
々
に
長
寿
祝
金
を
贈
り
ま
し

た
。
対
象
者
は
市
内
に
１
年
以
上
住
所
が
あ
り
、

９
月
15
日
現
在
で
満
80
歳
、
満
88
歳
、
満
95
歳
、

１
０
０
歳
以
上
の
方
で
、
今
年
は
約
１
、４
９

０
人
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
６
日
に
は
、
前
田
終
止
市
長
が
最
高
齢

者
の
本
田
ユ
ミ
さ
ん
（
１
０
６
歳
・
隼
人
町
松

永
）
な
ど
を
訪
問
し
、
長
寿
祝
金
を
贈
り
ま
し

た
。
本
田
さ
ん
は
前
田
市
長
か
ら
長
生
き
の
秘

訣
を
聞
か
れ
る
と
「
よ
く
食
べ
、
よ
く
話
す
こ

と
で
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

市
内
で
１
０
０
歳
以
上
の（
９
月
15
日
現
在
）

方
は
50
人
。
最
高
齢
者
の
本
田
ユ
ミ
さ
ん
を
は

じ
め
、
横
川
町
の
原
口
キ
ク
ノ
さ
ん
（
１
０
４

歳
）、
国
分
の
瀬
戸
口
ク
ニ
さ
ん
（
１
０
４
歳
）、

溝
辺
町
の
内
門
ク
ミ
さ
ん
（
１
０
３
歳
）、
国

分
の
荒
武
ミ
ナ
さ
ん（
１
０
３
歳
）の
順
と
な
っ

吉満 フヂさん（102歳）
隼人

宮下 タケさん（100歳）
国分

荒武 ミナさん（103歳）
国分

池田 ヒデさん（103歳）
牧園

福永 栄治さん（101歳）
隼人

敬老の日の始まり
「敬老の日」は、昭和 22 年に兵庫県多可郡野間谷
村（現在の多可町）で始まった「としよりの日」が始ま
りです。「としよりの日」は老人を大切にし、年寄りの
知恵を借りて村づくりをしようと、気候の良い９月15日
を「としよりの日」と定めました。昭和 25 年には兵庫
県全体で９月15日を「としよりの日」にしようとする県
民運動が開始され、翌年には全国社会福祉協議会
が全国運動を提唱。９月15日から21日までの１週間
を運動週間として、「老人を敬い慰め、励ますとともに、
老人福祉に対する国民的理解を促進し、老人自信も
またその立場を自覚し、新しい社会建設に参加する」
ことを目指し、全国でさまざまな活動が推進されました。
「としよりの日」は後に「老人の日」に改称され、昭
和 41年には国民の祝日「敬老の日」へと発展しました。
平成 13 年には老人福祉法の改正により、９月15日が
「老人の日」、同月21日までの１週間が「老人週間」と
定められました。平成 15 年からは、「国民の祝日に関
する法律」の改正により、９月の第３月曜日が「敬老の日」
となりました。
「敬老の日」は日本でできた祝日で、海外にはない日
本独自の祝日です。

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
ご
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
す

て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
状
況

日
本
の
人
口
は
明
治
時
代
に
人
口
調
査
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
増
え
つ
づ
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
人
口
構
成
に
変
化
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
要
因
が
高
齢

化
。
高
齢
化
率
が
14
㌫
を
超
え
た
社
会
の
こ
と

を
「
高
齢
社
会
」
と
言
い
、
平
成
６
年
に
は
日

本
は
「
高
齢
社
会
」
に
突
入
し
ま
し
た
。

霧
島
市
は
９
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
人

口
が
２
７
、６
２
９
人
で
全
体
の
21
・
56
㌫
（
男

17
・
96
㌫
、
女
24
・
93
㌫
、
国
20
・
00
㌫
、
県

24
・
70
㌫
）
を
占
め
、「
高
齢
社
会
」
に
突
入

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
「
高
齢
社
会
」
の

中
で
ど
の
よ
う
に
し
て
元
気
で
末
永
く
暮
ら
せ

る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

元
気
で
末
永
く
暮
ら
せ
る
た
め
に

市
で
は
高
齢
者
の
方
々
、
充
実
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▼ 

高
齢
者
の
自
立
を
支
援
す
る
事
業
＝
外
出
時

の
付
き
添
い
や
生
活
必
需
品
の
買
い
物
な
ど

の
生
活
支
援
を
行
う
「
生
活
支
援
型
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」、
日
常
動
作
訓
練

か
ら
趣
味
活
動
な
ど
の
「
生
き
が
い
対
応
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」、
食
事
づ
く
り
が
困

難
な
高
齢
者
に
食
事
を
届
け
る
「
食
の
自
立

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
な
ど
。

▼ 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た
め
の
事
業
＝

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
火
災
警
報
機
や

自
動
消
火
器
な
ど
を
給
付
す
る
「
日
常
生
活

用
具
の
給
付
事
業
」、
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど

の
家
庭
を
訪
問
し
、
声
か
け
や
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
助
言
な
ど
を
す
る
「
在
宅
福
祉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
促
進
事
業
」
な
ど
。

▼ 

家
族
を
支
援
す
る
事
業
＝
寝
た
き
り
老
人
な

ど
を
長
期
に
わ
た
り
介
護
し
て
い
る
方
に
手

当
が
支
給
さ
れ
る
「
高
齢
者
福
祉
手
当
支

給
」、
在
宅
で
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
お
む
つ
な
ど
を

支
給
す
る「
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
」な
ど
。

▼ 

自
宅
を
住
み
や
す
く
す
る
事
業
＝
高
齢
者
の

体
の
状
況
で
住
宅
を
改
造
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
助
成
す
る
「
高
齢
者
等
住
宅
改
造
推

進
事
業
」。

▼ 

仲
間
を
つ
く
る
た
め
の
事
業
＝
ス
ポ
ー
ツ
、趣

味
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
生
き
が
い
づ
く
り

や
健
康
づ
く
り
を
す
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
な
ど
。

▼ 

そ
の
他
の
事
業
＝
就
労
を
支
援
す
る
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」、
高
齢
者
の
健
康
維

持
の
た
め
に
「
は
り
・
き
ゅ
う
、
温
泉
保
養

券
の
支
給
」、
高
齢
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

と
し
て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」、「
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
が
元
気
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
高
齢
・
障
害
福
祉
課
☎

（
64
）
０
９
９
５
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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大
阪
の
資
材
会
社
コ
ン
ド
ー
テ
ッ

ク
株
式
会
社
が
営
業
所
を
進
出
さ
せ

る
こ
と
が
決
ま
り
、
９
月
25
日
、
霧

島
市
と
立
地
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

コ
ン
ド
ー
テ
ッ
ク
は
、
土
木
・
建

設
・
荷に

役や
く

・
船
舶
用
資
材
な
ど
を
製

造
販
売
お
よ
び
輸
出
入
し
て
い
る
会

社
で
す
。

新
設
営
業
所
は
鹿
児
島
臨
空
団
地

内
の
敷
地
３
、１
２
９
平
方
㍍
に
事

務
所
付
き
倉
庫
を
建
設
し
、
来
年
３

月
に
操
業
を
開
始
す
る
予
定
。
従
業

員
数
11
人
の
う
ち
大
部
分
を
新
規
雇

用
す
る
方
針
。

調
印
式
で
コ
ン
ド
ー
テ
ッ
ク
の
近

藤
純じ

ゅ
ん

位み

会
長
は
「
地
域
に
愛
さ
れ
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

コ
ン
ド
ー
テ
ッ
ク
と

立
地
協
定

調印を記念して握手を交わす近藤会長ら

緊張した様子で三三九度の杯を交わす夫婦

霧島連山の景観を楽しみながら競技をする参加者ら

POINT OF VIEW

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

９
月
21
日
、
グ
ラ
ン
ラ
セ
ー
レ
・

シ
エ
ロ
で
「
霧
島
市
合
同
金
婚
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
婚
生
活
50
年
と
い
う
長
い
年
月

を
共
に
支
え
合
い
、
金
婚
式
に
出
席

し
た
夫
婦
は
１
２
７
組
で
、
50
年
ぶ

り
に
三さ

ん

三さ
ん

九く

度ど

の
杯
を
交
わ
し
、
夫

婦
の
絆き

ず
なを

さ
ら
に
強
め
ま
し
た
。

霧
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
大
山

会
長
が
「
戦
後
の
激
動
の
時
代
に
家

族
の
繁
栄
や
社
会
の
復
帰
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

参
加
者
を
代
表
し
池
田
一
真
さ
ん

が
「
夫
婦
揃そ

ろ

っ
て
元
気
に
金
婚
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
感
激
。
こ
れ
か

ら
も
夫
婦
共
に
励
ん
で
い
き
た
い
」

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

夫
婦
共
に
歩
む

９
月
12
、
13
日
、
霧
島
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
普
及
お
よ
び
拡
大
と
、
中
高

年
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た｢

第

５
回
霧
島
さ
ん
ろ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
３
６
４
人

の
参
加
者
ら
は
、
霧
島
連
山
を
望
む

４
ラ
ウ
ン
ド
32
ホ
ー
ル
で
打
数
を
競

い
合
い
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
数
多
く
飛

び
出
し
、
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
は
、
宿
泊
券
や
特
産

品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ

り
、
参
加
者
ら
は
「
ま
た
来
年
も
参

加
し
た
い
」
と
満
足
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

健
康
づ
く
り

Kirishima
topics 01 
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t
o

p
i

c
s

世界大会で活躍した亮太君、優貴君、優人君（左から）の３人

インプロ（即興演劇）を使って体験学習

全国大会に向け練習に励む国分中吹奏楽部

嘉例川駅で福本さんの説明を聞く参加者

９
月
12
日
、
福
山
公
民
館
で
「
第

１
回
霧
島
市
福
山
親
父
た
ち
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
、
現
在
の
教
育
問

題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
親
教
育
の
一
環
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

か
ら
生
じ
る
と
い
わ
れ
る
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
、
幼
稚
園

か
ら
高
校
生
を
持
つ
保
護
者
を
対
象

に
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
方
法
を
イ
ン

プ
ロ
と
い
う
即
興
演
劇
を
使
っ
て
学

習
し
ま
し
た
。

演
劇
の
中
で
は
、
子
ど
も
の
情
報

を
確
実
に
と
ら
え
た
上
で
、
親
の
情

報
を
正
確
に
伝
え
る
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
☆
Ａ

Ｎ
Ｄ
方
法
」
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験

し
、
楽
し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

父
親
も
母
親
と
共
に

子
ど
も
教
育

九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞

を
受
賞
し
た
国
分
小
学
校
と
国
分
中

学
校
の
吹
奏
楽
部
が
、
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
分
小
は
11
月
に
千
葉
の
幕
張

メ
ッ
セ
で
、
国
分
中
は
10
月
に
「
吹

奏
楽
部
の
甲
子
園
」
と
い
わ
れ
る
東

京
の
普ふ

門も
ん

館か
ん

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
連
続
金
賞
を
目
指
す

国
分
中
吹
奏
楽
部
顧
問
の
永
野
俊
也

教
諭
は
「
九
州
代
表
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
演
奏
を
し
、
地
域
に
還
元

で
き
る
よ
う
勉
強
を
し
て
き
ま
す
」、

部
長
の
内
田
亜
沙
美
さ
ん
は
「
普
門

館
を
響
か
せ
て
国
分
中
ら
し
い
演
奏

を
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

国
分
中
、
国
分
小

全
国
大
会
へ
出
場

９
月
23
日
、
第
３
回
市
内
史
跡
め

ぐ
り
「
き
り
し
ま
歴
史
散
歩
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
史
跡
め
ぐ
り
は
、
市
内
に
多

く
点
在
す
る
貴
重
な
文
化
財
を
見
学

し
、
市
の
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
く

た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

３
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
近
代
化
遺
産
」。
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
嘉
例
川
駅

や
横
川
町
の
池
田
家
住
宅
主
屋
・
石

倉
、
森
山
家
住
宅
石
倉
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

嘉
例
川
駅
で
は
名
誉
駅
長
の
福
本

平
さ
ん
（
隼
人
町
姫
城
）
か
ら
駅
の

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に
福
本
さ
ん

の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

史
跡
を
め
ぐ
り

霧
島
市
の
歴
史
に
触
れ
る

９
月
17
日
、
東
京
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
第
５
回
糸
東
流
空
手
道
世
界

選
手
権
大
会
に
、
隼
人
町
空
手
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
森
優ま

さ

人と

君
（
隼
人

中
２
年
）、
亮
太
君
（
宮
内
小
６
年
）、

優ま
さ

貴た
か

君
（
宮
内
小
２
年
）
の
兄
弟
３

人
が
そ
ろ
っ
て
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
優
貴
君
が
組
手
６
〜
８

歳
男
子
三
級
以
上
の
部
で
世
界
の
強

豪
が
集
う
中
、
見
事
３
位
に
入
賞
し
、

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

世
界
の
舞
台
を
経
験
し
た
３
人
は

「
足
技
や
蹴
り
な
ど
ス
ピ
ー
ド
が

違
っ
た
。
刺
激
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
４
年
後
の
世
界
大
会
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
来
年
の
全
国
大

会
で
の
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

兄
弟
そ
ろ
っ
て

世
界
大
会
で
活
躍

Kirishima
topics 05 
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福
山
地
区
の
福
山
港
を
見
下
ろ
す

高
台
に
昭
和
22
年
に
創
立
さ
れ
た
福

山
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
考

え
て
行
動
す
る
よ
う
に
と
授
業
な
ど

の
始
ま
り
や
終
わ
り
の
チ
ャ
イ
ム
が

鳴
ら
な
い
福
山
中
は
、
現
在
１
年
生

８
人
、
２
年
生
18
人
、
３
年
生
14
人

の
40
人
（
男
22
人
、
女
18
人
）。

生
徒
会
で
決
め
た
学
校
自
慢
づ
く

り
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
さ
わ
や
か
あ
い

さ
つ
、
き
れ
い
な
学
校
、
心
は
ま
ん

ま
る
福
山
中
」。
生
徒
会
活
動
が
盛

ん
で
、
昨
年
度
は
地
域
の
人
に
も
協

力
を
も
ら
い
、
３
年
が
か
り
で
空
き

缶
を
集
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
買

い
取
っ
て
も
ら
っ
た
お
金
で
車
椅
子

を
買
い
、
老
人
福
祉
施
設
に
寄
贈
。

今
年
度
も
地
域
の
み
ん
な
が
喜
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
し
よ
う
と
幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
に
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
を

焼
い
た
り
、
お
年
寄
り
を
招
い
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
港
や
公

園
の
掃
除
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

じ
っ
と
座
っ
て
自
問
す
る

自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
で
き

る
主
体
性
を
持
っ
た
人
間
育
成
の
た

め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
福
山

中
で
は
「
自
問
清
掃
」
に
今
年
度

か
ら
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。「
な
ぜ
掃
除
を
す
る
の
か
」「
ど

ん
な
掃
除
を
す
る
の
か
」
を
考
え
て

行
動
に
移
す
。
心
の
準
備
が
で
き
て

い
な
い
と
き
は
掃
除
を
せ
ず
に
じ
っ

と
座
っ
て
自
問
す
る
。
先
生
も
「
掃

除
を
し
な
さ
い
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

始
め
の
こ
ろ
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒

た
ち
も
今
で
は
じ
っ
と
座
っ
て
考
え
、

「
よ
し
っ
」
と
立
ち
上
が
っ
て
工
夫

し
な
が
ら
掃
除
を
す
る
生
徒
も
出
て

き
ま
し
た
。

「
自
問
清
掃
」は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

福
山
中
は
学
校
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
「
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
、
き

れ
い
な
学
校
、
心
は
ま
ん
ま
る
福
山

中
」
を
目
指
し
ま
す
。

心はまんまる福山中
自らの心に問いかけ、気付き・考え・実行する生徒たち

団結力なら負けない全校生徒40人みんな仲良し

福山中学校はみんな元気があり、やるべきことは文句
を言わずしっかりとやります。あいさつもみんなしっかりと
でき、掃除のときも先生の指導はなく自分で考えて行動し
ています。生徒数が40人と少ないですが、いつも笑顔
を絶やさず家族みたいで学校の雰囲気は最高です。時々、
元気がありすぎて授業中、雑談が多いので集中できるよ
うにしたいと思っています。３年生は学校生活もあと半年
ですが、思い出をたくさんつくりたいです。１・２年生は野球、
水泳、バレーボールに頑張ってほしいです。

◎
霧
島
市
立
福
山
中
学
校

岩
戸 

優
真
生
徒
会
長

福山中学校
自問清掃
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名
も
な
き
毒
（
宮
部
み
ゆ
き
）

八
月
の
路
上
に
捨
て
る
（
伊

藤
た
か
み
）彼
女
の
命
日
（
新
津
き

よ
み
）永
遠
の
球
児
た
ち
（
鈴
木
洋

史
）剛
腕
維
新
（
小
沢
一
郎
）製
作
あ

そ
び
百
科（
竹
井
史
）も
っ
と
長
い
橋
、

も
っ
と
丈
夫
な
ビ
ル
（
ヘ
ン
リ
ー
・

ペ
ト
ロ
ス
キ
ー
）決
定
版
や
せ
る
！

裏
ワ
ザ
知
得
メ
モ
５
５
５
（
主
婦
の

友
社
）無
言
館
の
青
春
（
窪
島
誠
一

郎
）加
計
呂
麻
・
か
け
ら（
織
田
道
代
）

ブ
ロ
ン
ズ
の
地
中
海
（
司
修
）お
ん

ち
ゃ
ん
は
車
イ
ス
司
書（
梅
田
俊
作
）

さ
ん
ぽ
ひ
も
の
は
つ
こ
い
（
二
宮
由

紀
子
）り
ん
ご
ぽ
い
ぽ
い
（
デ
ビ
ッ

ド
・
マ
ッ
キ
ー
）わ
た
し
は
レ
ナ
の

お
に
ん
ぎ
ょ
う（
た
か
ば
や
し
ま
り
）

ノ
ン
タ
ン
で
か
で
か
あ
り
が
と
う

（
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
）シ
イ
イ
イ
ッ
！

（
ト
ニ
ー
・
ロ
ス
）龍
神
様
の
銀
の
し

「
広
げ
よ
う 

本
と
心
と 

地
域
の
輪
」

今
月
の
新
刊
。

ず
く
（
熊
谷
千
世
子
）

【
国
分
図
書
館
】

な
ぜ
、あ
の
会
社
は
儲
か
る
の

か
？
（
山
田
英
夫
）魅
惑
の

世
界
鉄
道
紀
行
（
三
浦
幹
男
）鏡
の

法
則
（
野
口
嘉
則
）憲
法
九
条
を
世

界
遺
産
に
（
太
田 

光
・
中
沢
新
一
）

霧
の
訪
問
者
（
田
中
芳
樹
）東
京
ダ

モ
イ
（
鏑
木 

蓮
）狐
狸
の
恋
（
諸
田

玲
子
）モ
コ
モ
コ
ち
ゃ
ん
家
出
す
る

（
角
野
栄
子
）海
賊
ジ
ェ
リ
ー
の
冒
険

（
カ
イ
マ
イ
ヤ
ー
）あ
き
の
ひ
の
む
し

ま
つ
り
（
歌
田
典
子
）

【
隼
人
図
書
館
】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

国分図書館／☎64-0918
① ９:30～21:00
② 12月29日～１月3日
 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
① 平日／10:00～19:00
 土・日・祝日／９：00～17：00
② 月曜日
 12月29日～１月3日
 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
① ８:30～19:00
② 12月29日～１月3日

横川図書室／☎72-1596
① ９:00～17:00
② 火曜日・祝日
 12月29日～１月3日

牧園図書室／☎78-3349
① ８:30～19:00
② 12月29日～１月3日

霧島図書室／☎57-0316
① 月・水・金／８:30～17:00
 火・木・土／８:30～20:00
② 日曜日・祝日
 12月29日～１月3日

福山図書室／☎56-2026
① ８:30～17:00
② 土・日曜日・祝日
 12月29日～１月3日
【① 開館時間　② 休館日】

少し変わった子あります
森 博嗣 著
失踪した後輩が通っていたのは、
いっぷう変わった料理店。予約のた
びに場所が変わり、毎回違う若い女
性が食事に同伴してくれるという・・・。
謎めいた料理店で出会う「少し変
わった子」たちが、あなたを幻想的な
世界へと誘う物語。

おいしい大豆生活
大庭 英子 著
現代人に健康志向が高まる中、豆
や乾物など昔ながらの健康食材にま
すます注目が集まっている。なかでも
大豆は日本の長寿を支える完全食
品。大豆と数多くある大豆製品を食
材にして、新しい大豆料理を提案。

ゆうくんだいすき
朝川 照雄 作
ゆうくんは、生まれてからおかあさんと
ずーっと一緒。でも、おかあさんがお
仕事にいくようになり、ゆうくんは保
育園へ。園から戻ってもおかあさんは
まだ帰ってきません。「おかあさん、ま
だかなあー」そこへおかあさんが！

うしろの正面
小森 香折 作
12歳の誕生日を迎える年の夏。「亡
き父の幽霊が出た」という電話があ
り、暁彦は父の実家がある羽護山
村へ向かうことになった。そこで暁彦
を待ちかまえていたものは・・・。暁彦
の冒険がはじまった！
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「
そ
ん
な
に
毎
日
、
畑
を
見
に
行
っ
て
何
を
す

る
ん
で
す
か
」
と
妻
の
ミ
ツ
子
さ
ん
に
言
わ
れ
る

ほ
ど
畑
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
溝
辺
町
稲
荷
地
区
の

丸
山
安や
す

思し

さ
ん
。
２
人
は
40
年
以
上
も
農
業
一
筋

に
打
ち
込
ん
で
き
た
専
業
農
家
。
主
に
サ
ツ
マ
イ

モ
を
竹た

か
ぜ
ば
る

子
原
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
耕
作
面
積
は

お
よ
そ
２
町
３
反
ほ
ど
の
広
さ
で
、
そ
の
う
ち
皮

が
白
い
黄こ
が
ね
せ
ん
が
ん

金
千
貫
を
２
町
、
紫
色
を
し
た
紅
さ
つ

ま
を
３
反
。
８
月
末
か
ら
11
月
は
焼
酎
の
仕
込
み

時
期
、
黄
金
千
貫
は
こ
の
焼
酎
の
原
料
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。
収
穫
は
機
械
で
イ
モ
の
つ
る
を
切
り
、

畝う
ね

を
覆
っ
て
い
る
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
剥は

が
し
て
、

特
殊
な
機
械
で
見
る
見
る
う
ち
に
掘
り
起
こ
し
て

い
き
ま
す
。
取
材
し
た
こ
の
日
は
、
大
き
い
も
の

で
２
㌔
の
重
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
に
行
く
こ
と
が
楽
し
み
と
い
う
丸
山
さ
ん
、

「
ま
た
、
明
日
来く

っ
で
ね
え
」
と
い
つ
も
の
よ
う

に
サ
ツ
マ
イ
モ
に
話
し
掛
け
ま
す
。

愛
情
込
め
て
お
ふ
く
ろ
の
味
を
作
る

朝
７
時
、
調
理
場
の
あ
る
溝
辺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
、
運
動
会
の
よ
う
な
忙
し
さ
。
13
人

の
仲
間
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く
。

今
回
、「
が
ね
」
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
「
溝

辺
み
ど
り
会
」（
代
表
岩
下
徳の

り

さ
ん
）
は
、
平
成

10
年
に
溝
辺
町
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
か
ら
名
称

を
変
更
。
最
初
は
茶
工
場
で
働
く
従
業
員
の
弁
当

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
溝
辺
物
産
館
「
よ

こ
で
ー
ろ
」
に
惣そ

う

菜ざ
い

、
か
ら
い
も
餅
な
ど
を
出
し

た
り
、
冠
婚
葬
祭
の
盛
皿
な
ど
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
岩
下
さ
ん
は
「
お
ふ
く
ろ
の
味
、
家
庭

の
味
を
大
事
に
し
な
が
ら
愛
情
を
込
め
て
作
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
手
作
り
を
心
が
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

HOW TO COOK!

サツマイモには多くの品種があり、 ①食用、 ②食品加工用、 ③でん
ぷん・アルコール・飼料用に大別されます。
サツマイモの主成分は炭水化物です。 他のイモと比較して、食物繊維
やビタミンＣ、 カロチンを多く含みます。 ビタミンＣの合有量はみかんと
さほど変わらず、 しかも加熱しても安定しているのが特徴です。

[材料]（5人分）
サツマイモ ……250ｇ
ニンジン ……… 100ｇ
カボチャ ……… 100ｇ
ゴボウ ………… 100ｇ
ニラ …………… 30ｇ
ショウガ ……… 30ｇ
小麦粉 ……… 350ｇ
おから …………200ｇ
砂糖…………… 150ｇ
濃口しょうゆ … 80cc
卵 ……………… ２コ

❶ 野菜を太めの千切りにする。（ゴボウ
はささがき、ショウガはみじんきり）
切った野菜の中に卵、砂糖、濃口しょ
うゆ、おからを入れてまぜたら10分ほ
どおく。

❷ ❶に小麦粉を加えて混ぜ、適当な大
きさにして、油で揚げる。こんがりき
つね色になったら出来上がり。

※ がねはそれぞれの家庭で味が違います。
自分なりのがねを作ってみてください。

おやつでもおかずでも《がね》

[

作
り
方]

◎溝辺町稲荷地区   

丸山 安
やす

思
し

さん・ミツ子さん

千切りのいも
揚げたら蟹みたい
だから薩摩は「がね」と呼ぶ

千切りのいも
揚げたら蟹みたい
だから薩摩は「がね」と呼ぶ

千切りのいも
揚げたら蟹みたい
だから薩摩は「がね」と呼ぶ

かに
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み
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。
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「
寒か

ん

山ざ
ん

焼
と
の
出
会
い
が
私
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も

の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
赤
池

力
さ
ん
。
酢
と
潮
の
香
り
が
ほ
ん
の
り
漂た

だ
よう

福
山
町
福
山

で
黒
酢
の
杜と
う
じ氏
を
す
る
か
た
わ
ら
、
黒
酢
を
発
酵
さ
せ
る

か
め
壷つ

ぼ

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
焼
き
物
の
制
作
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

陶
芸
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
昭
和
48
年
、
知
的
障
害

者
更
正
施
設
福
山
学
園
の
松
下
兼か

ね

知と
も

理
事
長
か
ら
「
子
ど

も
た
ち
に
も
の
を
作
る
喜
び
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
依
頼

さ
れ
た
こ
と
で
、
学
園
の
寒
山
窯
を
使
っ
て
焼
き
物
の
指

導
を
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
も
一
か
ら
学
び
ま
し
た
。
も

と
も
と
も
の
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た
赤
池
さ
ん
。
す
ぐ
に

陶
芸
に
魅
了
さ
れ
、
鹿
児
島
陶
芸
展
で
２
回
も
特
選
を
受

賞
す
る
ほ
ど
の
腕
前
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
学
園
の
子
ど
も
た
ち
に
は
「
お
と
っ
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
、
今
で
も
教
え
子
が
訪
ね
て
来
る

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
寒
山
焼
に
出
会
っ
た
か
ら
こ

そ
味
わ
え
る
喜
び
で
す
ね
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

陶
芸
の
お
も
し
ろ
さ
は
「
こ
う
作
れ
ば
こ
う
で
き
る
と

い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
出
来
上
が
り
の
予
想
が
で

き
な
い
、
奥
が
深
い
と
こ
ろ
だ
」
と
話
し
ま
す
。
素
焼
き

に
か
け
る
釉ゆ

う

薬や
く

の
調
合
や
、
焼
く
と
き
の
温
度
調
節
な
ど

試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

を
繰
り
返
し
、
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
お
り

の
作
品
に
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
喜
び
は
こ
の
上
な
い
も

の
だ
そ
う
で
す
。

今
で
は
自
宅
に
窯
を
設
置
し
、
の
ん
び
り
マ
イ
ペ
ー
ス

に
自
分
が
し
た
い
こ
と
を
す
る
と
い
う
思
い
で
「
悠ゆ

う

悠ゆ
う

工

房　

三ざ
ん

昧ま
い

窯
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。
最
近
は
孫
と
粘
土
を

こ
ね
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
。「
ま
だ
自
分

が
満
足
で
き
る
作
品
は
で
き
て
い
な
い
」
と
話
す
赤
池
さ

ん
。
陶
芸
が
与
え
て
く
れ
る
喜
び
を
噛か

み
締し

め
な
が
ら
、

作
品
へ
の
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

THE SCENE

霧島に生きる

Profile

赤池  力さん72
悠悠工房
昭和9年9月26日生まれ。
黒酢造りに欠かせない麹屋に生ま
れ、昭和32年から黒酢造りに従事。
昭和48年福山学園理事長から黒
酢の伝統保持と寒山焼制作の指導
を依頼される。第５回鹿児島陶芸展
（昭和52年）から２年連続で特選を
受賞。昭和60年同学園を退職。現
在は福山黒酢株式会社で杜氏をし
ながら妻スズ子さんと二人暮らし。
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私
に
と
っ
て
の
「
霧
島
市
」、

そ
れ
は
魅
力
の
宝
庫
だ
。

い
や「
豊
」
庫
と
言
っ
た

ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
毎
週
土

曜
日
の
夕
方
ニュ
ー
ス
で
、「
き
ょ
う
の

ふ
る
さ
と
の
姿
」
を
ハ
イ
ビ
ジ
ョン
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
、
映
像
を
交
え
な
が
ら

天
気
予
報
を
伝
え
て
き
た
が
、
霧
島

市
に
お
い
て
は
四
季
折
々
の
「
映
像
ネ

タ
」
の
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
春

は
霧
島
連
山
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
で
始

ま
り
、
旧
隼
人
町
松
永
の
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
が
神
秘
的
な
舞
を
見
せ
る
。
都

市
化
に
よ
る
自
然
環
境
の
破
壊
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
こ
こ
で
は
し
っ
か
り
と

ふ
る
さ
と
の
豊
か
さ
が
再
発
見
さ
れ

て
い
た
。
旧
福
山
町
の
黒
酢
の
つ
ぼ

畑
も
圧
巻
だ
。
映
画
で
い
う
と
水
と

米
が
主
役
で
、
酵こ

う

母ぼ

が
演
出
家
、
太

陽
が
総
監
督
と
いっ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

か
。
こ
の
地
で
し
か
育は
ぐ
くむ
こ
と
が
で
き

な
い
豊
か
な
自
然
の
恵
み
だ
。
夏
は

勇
壮
な
国
分
夏
祭
り
が
脳
裏
に
焼
き

つ
い
て
い
る
。
国
分
隼
人
テ
ク
ノ
ポ
リ 

ス
を
背
景
に
若
い
力
が
み
な
ぎ
る
発

展
都
市
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
だ
。

秋
は
霧
島
川
流
域
の
紅
葉
と
、
旧
溝

辺
町
の
梨
狩
り
、
ぶ
ど
う
狩
り
が
深

ま
る
秋
を
演
出
し
て
い
た
。
ま
た
肥

薩
線
大
隅
横
川
駅
の
１
０
０
年
以
上

た
た
ず
む
駅
舎
も
心
に
残
る
ワ
ン
カ
ッ

ト
だ
。
戦
時
中
、
機
銃
掃
射
の
銃
弾

が
貫
通
し
た
柱
は
今
も
残
さ
れ
て
い

て
、
命
を
守
っ
て
く
れ
た
駅
舎
は
何

年
経
って
も
私
た
ち
に
平
和
の
大
切
さ

を
語
り
か
け
て
く
れ
る
。
冬
、
南
国

霧
島
で
も
雪
化
粧
す
る
山
々
。
夏
の

山
と
は
全
く
様
変
わ
り
し
た
よ
う
な
、

真
っ
白
な
雪
景
色
が
広
が
る
。
韓か
ら

国く
に

岳だ
け

の
中
腹
ま
で
登
る
と
、
美
し
い
樹

氷
の
ト
ン
ネ
ル
が
続
く
。
不
思
議
な

く
ら
い
静
か
で
、
時
間
が
止
ま
っ
た

よ
う
な
錯
覚
に
陥お

ち
いる

。
こ
の
エッ
セ
ー

を
書
き
な
が
ら
で
も
走そ
う

馬ま

灯と
う
の
よ
う

に
、
霧
島
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
が

浮
か
ん
で
く
る
。
そ
れ
だ
け
自
然
が

豊
か
で
、
そ
の
風
景
と
語
ら
い
を
交

わ
し
な
が
ら
毎
日
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
霧
島
市
の
皆
さ
ん
を
う
ら
や
ま
し

く
思
う
。
特
に
子
ど
も
た
ち
が
そ
の

恩
恵
を
受
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ふ
る
さ
と
は
そ
の
地
を
離
れ
て
初
め
て

そ
の
大
切
さ
に
思
い
を
馳は

せ
る
も
の
で

あ
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

心
の
奥
底
に
霧
島
の
人
と
自
然
の
雄

大
な
遺
産
が
根
付
く
と
す
れ
ば
、
こ

の
大
い
な
る
豊
か
さ
は
何
も
の
に
も
替

え
難
い
教
育
資
源
と
な
る
こ
と
だ
ろ

う
。霧

島
市
は
国
分
・
隼
人
・

福
山
地
区
の
海
に
近
い

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
南

九
州
の
屋
根
と
も
い
え
る
霧
島
連
山

の
よ
う
な
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

気
象
条
件
も
多
様
化
し
て
い
る
。
海

水
面
を
滑
っ
て
き
た
湿
っ
た
空
気
は
山

の
斜
面
を
上
昇
し
な
が
ら
雲
に
変
わ

り
、
や
が
て
山
頂
付
近
で
強
い
雨
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
特
に
梅
雨

時
期
や
台
風
の
襲
来
時
は
、
わ
れ
わ

れ
気
象
予
報
士
に
と
って
も
山
間
部
の

雨
量
の
増
加
は
懸
念
材
料
の一つ
で
あ

る
。
今
年
７
月
下
旬
の
県
北
部
豪
雨

災
害
で
、
さ
つ
ま
町
や
湧
水
町
で
甚じ

ん

大だ
い

な
被
害
が
出
た
が
、
実
は
県
が
設

置
し
て
い
る
雨
量
計
に
よ
る
と
、
新し
ん

湯ゆ

や
高
千
穂
河
原
で
、
連
続
雨
量
が

１
、２
０
０
ミ
リ
前
後
を
観
測
し
て
い

た
。
確
か
に
周
囲
に
人
家
が
な
い
た

め
に
、
大
き
な
被
害
に
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
紫し

尾び

山さ
ん
の
ア
メ
ダ
ス
総
雨
量
１
、

２
３
７
ミ
リ
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
大
雨

が
降
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鹿
児
島
県

本
土
は
ど
こ
も
同
じ
だ
が
、
特
に
シ
ラ

魅
力
の「
豊
」庫

防
災
も
絆き

ず
な

か
ら

こ
の
ペ
ー
ジ
は
第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

霧
島
市
に
何
ら
か
の
形
で
ご
縁
の
あ
る
方
々
で
、

縁
の
あ
っ
た
「
人
」「
自
然
」「
文
化
」
な
ど
を
題
材
に
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
が
霧
島
市
の
よ
さ
を
再
認
識
し
た
り
、

新
し
い
価
値
観
を
再
発
見
で
き
た
り
す
る
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
を
創
造
す
る
核
の
一
つ
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

6
第

回

霧島市は魅力の
「豊」庫と語る亀田さんが 2004 年に

ハイビジョンカメラで
撮影した高千穂河原の

紅葉の映像。
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ス
台
地
が
広
が
り
急
傾
斜
地
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
霧
島
地
区
は
、
災
害

の
観
点
か
ら
見
て
も
、
今
後
ど
の
よ

う
な
防
災
対
策
が
必
要
か
、
重
要
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
の
ひ
と
つ

で
あ
ろ
う
。
総
合
的
な
防
災
イ
ン
フ

ラ
を
構
築
す
る
と
き
に
欠
か
せ
な
い

の
は
地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
あ
る
。

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
行
政
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
知
力
、
経
験
、

絆き
ず
なを

最
大
限
に
活
用
し
て
自
分
た
ち

の
生
命
や
財
産
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

の
ど
の
よ
う
な
場
所
が
危
険
で
、
そ
こ

に
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る

の
か
、
も
し
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
は
ど
こ
に
避
難
し
て
、
自
分
た
ち
の

力
で
ど
こ
ま
で
救
助
活
動
を
行
え
る

の
か
、
な
ど
を
常
に
総
点
検
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
地

域
で
学
び
合
い
な
が
ら
安
全
な
地
域

社
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
、
生

涯
学
習
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の一つ

の
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
私
た
ち
の

将
来
は
地
球
環
境
の
側
面
か
ら
み
て

も
大
変
な
時
代
に
入
って
い
く
よ
う
だ
。

地
球
温
暖
化
で
地
表
付
近
の
大
気
の

温
度
が
上
昇
し
、
１
０
０
年
後
に
は

鹿
児
島
市
は
奄
美
市
の
気
候
へ
。
日

中
の
最
高
気
温
30
度
以
上
の
真
夏
日

は
現
在
の
約
70
日
が
50
年
後
に
は
２

倍
の
１
４
０
日
程
度
に
。
そ
し
て
集

中
豪
雨
の一つ
の
目
安
で
あ
る
時
間
雨

量
50
ミ
リ
の
非
常
に
激
し
い
雨
の
降
る

日
数
も
１
９
８
０
年
前
後
は
全
国
で

年
間
約
２
０
０
回
だ
っ
た
も
の
が
、
２

０
０
０
年
前
後
に
な
る
と
年
間
２
７

０
回
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
１

０
０
年
に一
度
の
異
常
気
象
」
と
い
わ

れ
て
き
た
も
の
が
、
10
年
、
５
年
に一

度
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
台
風
銀
座
と
呼
ば
れ
る
鹿
児

島
だ
が
、
特
に
霧
島
は
台
風
が
東
シ

ナ
海
な
ど
、
県
本
土
の
西
部
を
通
過

し
た
と
き
に
錦
江
湾
沿
い
で
は
海
面

が
上
昇
す
る
高
潮
の
被
害
、
山
間
部

で
は
湿
っ
た
気
流
が
急
激
に
上
昇
す
る

町
村
の
こ
と
を
よ
く
知
ろ
う
と
い
う
学

び
か
ら
始
ま
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
段
階
か
ら
住
民
が
積
極
的
に
参
画

し
、
住
民
が
主
体
と
な
って
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
い
う
、
生
涯
学
習
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
本
来
の
姿
が
あ
っ

た
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
「
ウ
ィ
メ
ン

ズ
隼
人
」、「
南
風
の
生
活
文
化
展
」、

大
学
と
連
携
し
た
「
ニュ
ー
ラ
イ
フ
カ

レ
ッ
ジ
隼
人
」、
各
公
民
館
の
自
主
活

動
な
ど
の
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、

全
国
の
自
治
体
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

い
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
広
域

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
で
現
れ
て
く
る
と
思

う
が
、
ま
ず
住
民
が
「
主
役
は
自
分

だ
」
と
い
う
認
識
を
再
確
認
し
、
自

分
の
地
域
を
と
に
か
く
よ
く
知
る
こ

と
が
大
切
だ
ろ
う
。
広
域
合
併
の
時

代
こ
そ
、
そ
の
広
域
な
自
治
体
を
形

づ
く
る
集
落
や
地
域
の
力
が
重
要
で

あ
り
、
そ
れ
が
い
ま
試
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
行
政

主
導
で
は
な
く
て
住
民
主
導
の
ま
ち

づ
く
り
が
発
展
し
て
初
め
て
「
霧
島

市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き

る
だ
ろ
う
し
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
自
慢

で
き
る
ふ
る
さ
と
の
姿
が
出
来
上
が
る

の
で
は
な
い
か
と
、
霧
島
市
へ
の
大
き

な
期
待
が
膨
ら
む
。（
了
）

か
め
だ  

こ
う
い
ち
（
38
歳
）
出
水
市
出
身

１
９
８
９
年
／
国
立
熊
本
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校　

電
波
通
信
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　

㈱
南
日
本
放
送
入
社
／
技
術
部
に
配
属
、
そ
の
後
報
道
部
に
配
属
。

１
９
９
９
年
／
気
象
予
報
士
の
資
格
を
取
得

２
０
０
２
年
／
放
送
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

現
在　
　
　
／
南
日
本
放
送
制
作
技
術
部  

気
象
予
報
士
兼
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
、

　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
大
学
非
常
勤
講
師

資
格
：
気
象
予
報
士
、
第
一
級
無
線
技
術
士
、
第
一
級
無
線
通
信
士
、
第
一
種
高
校
教
諭
免
許
ほ
か

気
象
情
報
の
担
当
番
組
：
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ズ
ナ
ウ
、
旬
感
テ
レ
ビ
、
た
ん
ぽ
ぽ
倶
楽
部
（
ラ
ジ
オ
）

地
域

づ
く
り

文

亀
田
晃
一

Regional

C
reate

Kam
eda  Koichi

エ
ッ
セ
ー

Essais

こ
と
に
よ
っ
て
雨
量
が
予
想
以
上
に
増

え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
今
後
も

地
域
の
情
報
伝
達
力
、
住
民
の
避
難

シ
ス
テ
ム
、
救
助
・
救
援
力
、
行
政
の

危
機
管
理
と
監
視
警
戒
力
を
さ
ら
に

高
度
な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
回
の
県
北
部
豪
雨
災
害

で
も
５
人
の
尊と

う
とい

命
が
犠
牲
に
な
っ
た

が
、
高
齢
者
が
目
立
つ
。
高
齢
者
を

災
害
か
ら
ど
う
救
う
か
。
過
疎
地
で

は
今
後
も
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が

増
え
続
け
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
霧
島
市
に
は
、
高
齢
者
に
優

し
い
防
災
対
策
の
先
進
自
治
体
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。取

材
で
県
内
各
地
を
駆
け

回
る
と
、
ま
ち
づ
く
り

に
活
気
が
あ
る
市
町
村

と
そ
う
で
な
い
市
町
村
が
ハッ
キ
リ
し

て
い
る
。
そ
れ
は
何
に
起
因
す
る
の
か

―

。
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
大
学

院
の
修
士
課
程
で
「
地
域
の
生
涯
学

習
計
画
論
」
に
つ
い
て
鹿
児
島
県
内

の
市
町
村
を
ベ
ー
ス
に
研
究
し
て
み
た
。

そ
の
と
き
出
会
っ
た
の
が
、
旧
隼
人
町

の
生
涯
学
習
活
動
へ
の
取
り
組
み
だ
っ

た
。
調
査
を
し
な
が
ら
「
ど
こ
に
こ

ん
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
か
」
と
実
感
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
住
民
が
自

分
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と
、
そ
し
て
市

Ｍ
Ｂ
Ｃ
気
象
予
報
士
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新市霧島市の誕生一
周年を記念し、

合併により誕生した
まちの一周年を

市民みんなで祝うと
ともに、市民の

融和と一体感を醸成
するため開催い

たします。

また、霧島市の誕生
一周年と海津

市との姉妹都市盟約
締結を記念し、

宝暦五年に薩摩義士
が宝暦治水工事

の完成を祝い、薩摩
から取り寄せて

植えた木曽三川千本
松原の松苗の子

孫の里帰りを行いま
す。

【開催日】11月５
日（日）

■記念式典

・会場＝霧島市民会
館

・時間＝午前９時
30 分～

・内容＝

○オープニング

・霧島市紹介ビデオ

○式典

・ 霧島市市民憲章お
よび市の宣言の

発表

・木曽三川千本松原
の松苗の贈呈　

・ふるさと標語コ
ンクール表彰など

■記念イベント

・会場＝市民広場、
多目的ホール

・時間＝午前 11 時
～

・内容＝

○舞台発表

・市内高校生の発表

・ 郷土の伝統芸能、
文化協会加入団

体の発表

○特産物販売

○千人鍋の無料配
布

○手作りフリーマ
ーケット

○ 子ども広場（ふわ
ふわドーム、ヨー

ヨーショー、ミニオ
カリナ絵付け

コーナー、似顔絵コ
ーナーなど）

○ その他（お茶の野
のだ て

点、花の展示な

ど）

※ 内容に変更が生じ
ることもありま

す。

■記念講演会

・会場＝霧島市民会
館

・時間＝午前 10 時
50 分～

・講師＝俳優

　　　　柳
やぎゅう

生　博さん

・演題＝「森と暮ら
す、

　　　　森に学ぶ」

◎ 問い合わせ先＝総
務課市民運動推

進室☎（64）０９１５

霧島市誕生
一周年記念式典の開

催 告 知

H ealth ◎健康情報

in
fo

r
m

a
tio
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0
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｢

さ
あ
は
じ
め
よ
う
！
生
活
習
慣

を
変
え
て
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り｣

を
テ
ー
マ
に
霧
島
市
健
康
増
進
協
議

会
主
催
に
よ
る
健
康
増
進
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
健
康
の
す
ば
ら
し

さ
を
市
民
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

・
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
１
階
フ
ロ
ア
ー
〉

・
食
生
活
改
善
推
進
員
コ
ー
ナ
ー

（
健
康
食
・
試
食
）

・
健
康
運
動
普
及
推
進
員
コ
ー
ナ
ー

（
体
脂
肪
・
握
力
・
前
屈
測
定
）

・
姶
良
郡
医
師
会
コ
ー
ナ
ー

（
健
康
相
談
）

・
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
コ
ー
ナ
ー

（
歯
科
相
談
・
歯
科
矯
正
相
談
）

・
姶
良
郡
薬
剤
師
会
コ
ー
ナ
ー

（
薬
に
関
す
る
相
談
）

・
消
防
局
救
急
コ
ー
ナ
ー

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
応
急
手
当
・
心
肺
蘇
生
）

・
高
齢
者
認
知
症
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
わ
か
ば
会
共
同
作
業
所
コ
ー
ナ
ー

・
塚
脇
学
園
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
姶
良
保
健
所
コ
ー
ナ
ー

・
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

・
腎
友
会
コ
ー
ナ
ー

・
子
供
風
船
遊
び
コ
ー
ナ
ー

〈
４
階
和
室
茶
室
〉

・
鍼
灸
師
会
無
料
奉
仕
活
動

（
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
鍼
灸
）

〈
市
民
広
場
〉
食
育
・
地
産
地
消

・ 

市
内
物
産
館
の
安
心
安
全
食
材
販

売
、
黒
酢
試
飲
販
売

〈
多
目
的
ホ
ー
ル
〉

■
式
典
＝
午
前
10
時
〜

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

「
日
当
山
保
育
園
子
供
エ
イ
サ
ー
」

・ 

表
彰
８
０
２
０
運
動
表
彰
（
姶
良

郡
歯
科
医
師
会
霧
島
市
支
部
協

力
）、
健
康
増
進
作
品
表
彰

・ 

健
康
運
動
普
及
推
進
員
事
例
発
表

｢

み
ん
な
の
体
操
・
タ
オ
ル
体
操｣

■ 

記
念
講
演
＝
午
前
11
時
15
分
〜
午

後
０
時
45
分

・ 

講
師
＝
愛
媛
大
学
医
学
部
付
属
病

院
医
療
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

櫃ひ
つ

本も
と

真し
ん

聿い
ち

先
生

・ 

演
題
＝｢

住
民
が
主
役
！
健
康
で

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て｣

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課
☎

（
64
）
０
９
０
５

■ 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
特
別
講
演

会
・
場
所
＝
市
民
会
館

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

・
時
間
＝
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

・ 

演
奏
＝
ピ
ア
ニ
ス
ト
笠
井
安
弥
子

さ
ん
（
霧
島
市
在
住
）

○
特
別
講
演

・
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・ 

講
師
＝
千
葉
紘
子
先
生
（
歌
手
、

篤と
く

志し

面
接
委
員
、
保
護
司
）

・ 

演
題
＝｢

子
ど
も
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ｣

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課
☎

（
64
）
０
９
９
１

｢

さ
あ
は
じ
め
よ
う
!
生
活
習
慣
を
変
え
て
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り｣

第
１
回
霧
島
市
健
康
増
進
大
会

健
康
フ
ェ
ス
タ
in
き
り
し
ま

11
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
開
場

健康増進大会

表彰

千葉紘子先生

柳生 博さん
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「
天
降
川
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

参
加
者
募
集

霧
島
市
で
は
環
境
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
、
計
画
的
に
進
め
る
た
め

「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
霧
島
市

を
流
れ
る
天
降
川
の
現
状
を
調
査
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
に
「
天
降
川
ウ
ォ 

ッ
チ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
す
。
日
程

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・ 

日
時
＝
10
月
29
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
４
時
30
分　

※
小
雨
決
行

・ 

集
合
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
市
民
広
場
前

・
集
合
時
間
＝
午
後
１
時

・ 

見
学
場
所
＝
天
降
川
上
流
域
、
中

流
域
、
下
流
域
な
ど

・
参
加
費
＝
無
料

・
持
参
品
＝
雨
具
な
ど

・ 

対
象
者
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
さ
れ
る
方
ど
な
た
で
も

（
ご
家
族
歓
迎
）

・ 

定
員
＝
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

・ 

応
募
方
法
＝
参
加
さ
れ
る
方
の
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、は
が
き
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・ 

募
集
期
限
＝
10
月
20
日（
金
）必
着

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛

生
課
生
活
環
境
政
策
係
☎（
64
）
０

９
５
０
℻（
47
）１
９
３
０
電
子
メ 

ー
ルkankyo@

city-kirishim
a.jp

河
川
の
水
質
汚
濁
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

河
川
や
側
溝
に
油
、
化
学
物
質
な

ど
を
大
量
に
流
す
と
、
水
質
を
汚
染

し
、
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け

で
な
く
、
漁
業
、
農
業
関
係
者
に
も

多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

事
故
の
原
因
者
は
社
会
的
信
用
低
下

を
招
き
、
処
理
に
要
し
た
経
費
な
ど

の
負
担
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

事
故
等
に
よ
り
河
川
や
側
溝
に
水

質
を
汚
染
す
る
よ
う
な
も
の
を
流
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
ま
た
河
川
で
魚

が
大
量
に
死
ん
で
い
る
、
油
が
大
量

に
浮
い
て
い
る
な
ど
の
異
常
を
発
見

し
た
場
合
は
、
直
ち
に
最
寄
り
の
総

合
支
所
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
排
水
の
垂
れ
流
し
も
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の

適
正
処
理
・
減
量
化
の
徹
底

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
事
業
者
の

責
務
と
し
て
「
事
業
活
動
に
伴
っ
て

生
じ
る
廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
適
性
に
処
理
す
る
こ
と
や
、
廃

棄
物
の
再
生
利
用
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
減
量
化
に
努
め
る
こ
と
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
施
策
に
協
力
す
る

こ
と
」
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
事
業
者
に
お
い
て
は
缶
、
び
ん
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
新
聞
紙
、
Ｏ
Ａ
用

紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
事
業
系
一

般
廃
棄
物
の
分
別
を
さ
ら
に
徹
底
し
、

ご
み
の
再
資
源
化
、
減
量
化
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
分
別
は
事
業
者
自
ら
が
行

う
も
の
で
あ
り
、
市
の
収
集
・
運
搬

許
可
業
者
に
分
別
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
法
律
上
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

既
存
住
宅
に
耐
震
改
修
を

施
し
た
場
合
の
固
定
資
産

税
の
減
額
に
つ
い
て

既
存
住
宅
で
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
し
た
改
修
工
事
を
行
う
と
、
改

修
後
一
定
期
間
そ
の
住
宅
の
固
定
資

産
税
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存

し
て
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

・ 

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改

修
工
事
で
あ
る
こ
と

・ 

改
修
工
事
費
が
１
戸
当
た
り
30
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

減
額
期
間
は
改
修
を
し
た
年
に

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
18
年
〜
21
年
＝
３
年
間

・
平
成
22
年
〜
24
年
＝
２
年
間

・
平
成
25
年
〜
27
年
＝
１
年
間

減
額
は
改
修
工
事
が
完
了
し
た
年

の
翌
年
度
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
住
宅
１
戸
当
た
り
１
２
０

平
方
㍍
相
当
分
の
税
額
が
、
減
額
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

こ
の
減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
対

象
住
宅
の
所
有
者
は
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
し
た
工
事
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書
（
発
行
は
土
木
事

務
所
・
建
築
士
・
指
定
住
宅
性
能

評
価
機
関
・
指
定
確
認
検
査
機
関
）

を
添
付
し
、
改
修
後
３
か
月
以
内

に
税
務
課
に
備
え
て
い
る
所
定
の

様
式
に
て
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
固
定
資

産
税
係
☎（
64
）０
９
０
２
、
各

総
合
支
所
税
務
課

市
税
な
ど
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
納
め

忘
れ
の
心
配
が
な
く
、
毎
回
金
融
機

関
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

○
口
座
振
替
の
手
続
き

各
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で

す
ぐ
手
続
き
で
き
ま
す
。（
申
請
書

は
霧
島
市
内
の
各
金
融
機
関
、
郵
便

局
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
）

※ 

霧
島
市
以
外
の
左
記
金
融
機
関
で

手
続
き
す
る
場
合
は
、
収
納
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
金
融
機
関

あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
、
鹿
児
島

銀
行
、
南
日
本
銀
行
、
宮
崎
太
陽
銀

行
国
分
支
店
、
鹿
児
島
信
用
金
庫
、

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
、
鹿
児
島
県

信
用
組
合
、
鹿
児
島
県
信
用
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
垂
水
支
店
、
郵
便
局

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

「
通
帳
」「
通
帳
印
」「
納
税
通
知
書
」

●
口
座
振
替
で
き
る
税
目
な
ど

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定

資
産
税
（
都
市
計
画
税
）、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
）

●
口
座
振
替
日

振
替
日
は
納
期
月
の
25
日
で
す
。

た
だ
し
、
金
融
機
関
が
休
業
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
で
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
収
納
第

１
係
☎（
64
）０
８
９
２

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

今
月
は
【
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

３
期
】【
国
民
健
康
保
険
税
４
期
】【
介

護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
４
期
】
の

納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
10
月
31
日

（
火
）
で
す
。
口
座
振
替
の
振
替
日

は
10
月
25
日
（
水
）
で
す
。
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川
筋
直
し
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
で

お
話
し
ま
し
た
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

川
筋
を
変
え
た
の
か
。
今
回
は
そ
の
工
法
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

工
事
の
順
序
と
し
て
は
、
新
し
い
川
に
す
る

溝
を
ま
ず
最
初
に
掘
る
。
次
に
元
の
川
を
締
め

切
る
。
こ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
溝

掘
り
で
す
が
、
付
近
の
農
民
を
総
動
員
し
て
、

川
溝
を
掘
ら
せ
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
頭
に
浮

び
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

以
前
か
ら
、「
新
川
は
井
戸
を
掘
っ
て
作
っ

た
げ
な
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
り
な
が

ら
「
井
戸
を
掘
っ
た
と
は
、
い
け
な
こ
っ
け
」

と
い
う
疑
問
も
消
え
ず
、
具
体
的
な
様
子
も
つ

か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近「
天
降
川
の
川
筋
直
し
研
究
会
」の
方
々

に
よ
り
、
新
し
い
資
料
が
掘
り
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
大
分
市
宗
方
村
に
残
さ
れ
た
絵
図

の
発
見
で
す
。

絵
図
は
江
戸
末
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

に
、
宗
方
村
で
行
わ
れ
た
用
水
掘
り
の
様
子
を

描
い
た
も
の
で
、
地
下
へ
縦
に
井
戸
を
掘
り
、

さ
ら
に
横
に
穴
を
掘
り
つ
な
ぎ
、
水
道
を
作
っ

て
い
る
様
子
が
見
事
に
描
き
と
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
青
竹
の
管
を
差
し
こ
ん
で
空
気
穴
を

設
け
た
り
、
松た
い

明ま
つ

を
灯
し
た
り
し
て
い
る
様
子

も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
見
て
、
新
川
掘
り
の

工
法
も
あ
る
程
度
、
具
体
性
を
帯
び
て
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

川
筋
直
し
研
究
会
の
皆
さ
ん
は
、
新
川
掘
り

の
場
合
、
横
穴
が
あ
る
程
度
つ
な
が
っ
た
時
点

で
川
水
を
注
ぎ
こ
み
、
土
砂
を
押
し
流
し
た
の

で
は
と
、推
理
を
進
め
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
、

『
天
降
川
の
川
筋
直
し
』
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
）

昔
の
人
た
ち
も
、
頭
を
使
っ
た
の
で
す
ね
。

現
在
の
地
名
か
ら
も
川
筋
直
し
の
歴
史
が
う

か
が
え
ま
す
。
野
口
橋
下
流
に
は
「
東
ひ
が
し

高た
か

岸ぎ
し

・

西に
し

高た
が

岸ぎ
し

」
の
小こ

字あ
ざ

が
あ
り
、
あ
る
程
度
自
然
の

地
形
を
利
用
し
た
形
跡
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
ソ

ニ
ー
付
近
に
「
小こ

村む
ら

土ど

手て

」
の
名
前
が
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
小
村
の
人
た
ち
が
築
い
た
土

手
だ
そ
う
で
す
。
隼
人
駅
前
に
「
土つ

ち

取と
り

窪く
ぼ

」
の

小
字
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
土
手
を
築
く
た

め
、
土
を
取
っ
た
跡
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で

し
ょ
う
。

新
川
の
川
筋
直
し
の
費
用
に
は
、
横
川
の

山
ヶ
野
金
山
の
金
が
使
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
ま
す
（『
殖
産
興
業
の
先
覚
者
，
島
津
久ひ

さ

通み
ち

（
徳
源
公
）
の
事じ

蹟せ
き

』）。

費
用
は
金
で
１
３
７
貫
目
余
り
。
現
在
の
額

に
し
て
、
い
っ
た
い
い
く
ら
に
相
当
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。（
ち
な
み
に
一
貫
目
が
３
・
75
㌔

㌘
で
す
の
で
５
０
０
㌔
㌘
以
上
に
な
り
ま
す
。）

川
筋
直
し
と
山
ヶ
野
金
山
。
こ
の
二
つ
の
接

点
を
考
え
る
と
島
津
久
通
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
す
。

久
通
は
寛
文
年
間
ま
で
、
金
山
奉
行
を
勤
め

た
こ
と
が
薩
摩
藩
の
記
録
に
あ
り
ま
す
。
新
川

掘
り
の
責
任
者
も
久
通
で
し
た
。

こ
う
い
う
こ
と
を
思
え
ば
、
新
川
掘
り
の

工
事
に
は
、
金
鉱
石
を
掘
る
技
術
が
井
戸
堀

や
横
穴
堀
に
転
用
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
知
恵
・
技
術
が
用
い
ら
れ
、
人
の
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
て
興
味
が

尽
き
ま
せ
ん
。

文
責
＝
藤

大分市宗方林所蔵：地下水道掘りの絵図
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今
回
は
脳
卒
中
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
卒そ
っ
ち
ゅ
う中」
は
卒そ

っ

倒と
う
の
こ
と
で
、
脳
に
原
因
が
あ
っ

て
倒
れ
た
り
、
動
け
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

い
わ
ゆ
る
脳
血
管
障
害
を
指
し
て
使
わ
れ
る
言

葉
で
、
外
傷
に
よ
る
も
の
は
含
み
ま
せ
ん
。

脳
血
管
障
害
は
ま
ず
大
き
く
二
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
血
管
が
破
れ
る
出
血
性
の
も
の
と
、

血
管
が
詰
ま
る
虚き
ょ

血け
つ

性せ
い

の
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

出
血
性
脳
血
管
障
害

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
脳
出
血
と
く
も
膜

下
出
血
が
有
名
で
す
。
脳
出
血
は
穿せ
ん

通つ
う

枝し

と
呼

ば
れ
る
、
脳
の
深
い
と
こ
ろ
を
貫つ

ら
ぬい

て
い
る
、
細

い
血
管
が
破
れ
て
、
血
腫
（
血
の
塊
）
を
作
っ

て
し
ま
う
状
態
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
く
も
膜

下
出
血
は
典
型
的
な
も
の
で
は
、
脳
の
底
に
あ

る
比
較
的
大
き
い
血
管
に
出
来
た
動
脈
瘤り
ゅ
う（
血

管
の
こ
ぶ
）
が
破
れ
て
、
脳
が
血
ま
み
れ
に
な

る
状
態
で
す
。

脳
出
血
で
は
出
血
を
起
こ
し
た
場
所
や
、
血

腫
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
意
識
障
害
・
言
語
障

害
・
麻ま

痺ひ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
み
ら
れ
ま

す
。
高
血
圧
の
治
療
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
昔
よ
り
も
重
症
例
が
減
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

く
も
膜
下
出
血
は
突
然
の
激
し
い
頭
痛
や
意

識
障
害
で
発
症
し
、
現
在
で
も
半
数
ほ
ど
の
方

が
亡
く
な
る
、
大
変
危
険
な
状
態
で
す
。

虚
血
性
脳
血
管
障
害

大
ま
か
に
分
け
る
と
、
動
脈
硬
化
で
血
管

が
狭
く
な
り
、
詰
ま
っ
て
し
ま
う
脳の

う

血け
っ

栓せ
ん

症

と
、
心
臓
な
ど
に
出
来
た
血
の
塊
が
流
れ
て
き

て
、血
管
を
詰
ま
ら
せ
る
脳の

う

塞そ
く

栓せ
ん

症
が
あ
り
ま
す
。

脳
血
栓
症
は
動
脈
硬
化
が
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
が
あ
る

方
は
要
注
意
で
す
。
脳
塞
栓
症
は
主
に
心し

ん

房ぼ
う

細

動
と
い
わ
れ
る
不
整
脈
が
原
因
に
な
り
易
い
で

す
。
心
臓
が
ブ
ル
ブ
ル
と
細
か
く
震
え
て
い
る

状
態
で
す
の
で
、
血
流
が
淀よ

ど

ん
で
、
小
さ
な
血

の
塊
を
作
り
や
す
く
な
る
わ
け
で
す
。

脳
出
血
と
同
じ
よ
う
に
血
管
の
詰
ま
る
場
所

や
詰
ま
っ
た
広
さ
に
よ
っ
て
、
意
識
障
害
・
言

語
障
害
・
麻
痺
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
み
ら

れ
ま
す
。
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
頻
度
が
増
え
ま

す
。ま
た
脳
塞
栓
症
の
ほ
う
が
傷
害
部
位
が
広
く
、

重
症
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
と
気
を
つ
け
る
こ
と

く
も
膜
下
出
血
は
前
兆
も
無
く
起
こ
る
こ
と

が
多
く
、
動
脈
瘤
は
自
覚
症
状
が
乏
し
い
こ
と

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
動
脈
瘤
が
あ
る

か
ど
う
か
調
べ
る
方
法
と
し
て
脳
ド
ッ
ク
な
ど

で
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
あ
り
ま
す
。
動
脈
瘤
の
場

所
や
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
破
れ
る
前
に

見
つ
け
て
処
置
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

脳
出
血
は
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
で

す
。
ど
う
も
無
い
か
ら
と
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し

て
い
る
方
は
、
ま
ず
塩
分
を
控
え
て
薄
味
に
し

ま
し
ょ
う
。
太
っ
て
い
る
方
は
標
準
体
重
ま
で

減
ら
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
れ
で
も
高
い
よ

う
な
ら
す
ぐ
に
治
療
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

脳
血
栓
症
は
動
脈
硬
化
が
主
な
原
因
で
す
。

動
脈
硬
化
は
あ
る
意
味
で
は
老
化
現
象
で
す
の

で
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
先

ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
高
血
圧・糖
尿
病・

高
脂
血
症
が
あ
る
と
動
脈
硬
化
が
ど
ん
ど
ん
進

み
ま
す
の
で
し
っ
か
り
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
タ

バ
コ
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
脱
水
が
引
き
金
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
水
分
は
日
ご
ろ

か
ら
充
分
に
摂
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

脳
塞
栓
症
の
場
合
は
心
房
細
動
と
い
う
不

整
脈
が
原
因
に
な
り
や
す
い
で
す
の
で
、
こ
の

不
整
脈
を
お
持
ち
の
方
は
用
心
し
て
く
だ
さ
い
。

不
整
脈
が
起
こ
っ
た
初
期
に
は
止
め
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
慢
性
化
す
る
と
止
ま
り
に

く
く
な
り
ま
す
。
脳
塞
栓
症
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、
再
発
予
防
に
血
を
固
ま
り
に
く

く
す
る
薬
を
飲
ん
で
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。大

切
な
こ
と
は
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
す
る
こ

と
で
す
。
激
し
い
頭
痛
や
意
識
障
害
が
あ
る
と

き
は
速
や
か
に
救
急
車
を
呼
ん
で
、
脳
外
科
を

受
診
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
び
れ
や
軽

い
麻
痺
の
場
合
も
速
や
か
に
脳
外
科
や
神
経
内

科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
後
遺
症
を
軽
く
す

る
に
は
、
適
切
な
治
療
を
出
来
る
だ
け
早
く
開

始
す
る
こ
と
で
す
。
一
番
い
け
な
い
こ
と
は　

「
と
り
あ
え
ず
２
〜
３
日
様
子
を
見
て
か
ら
」　

で
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
脳
卒
中
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

やさしい医療講座
霧島市立医師会医療センター
神経内科・リハビリテーション科／長濵 吉幸

M E D I C A L  L E C T U R E

脳
卒そ

っ
ち
ゅ
う中

の
話

脳卒中
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◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
市
整
備
課
土

地
対
策
係
☎（
64
）０
９
０
８　

各

総
合
支
所
建
設
課
（
隼
人
総
合
支

所
は
都
市
計
画
課
）

国
分
駐
屯
地
開
設
51
周
年

第　

普
通
科
連
隊
創
立　

周

年
記
念
式
典

・ 

日
時
＝
10
月
29
日
（
日
）
午
前
８

時
〜
午
後
４
時

・ 

内
容
＝
観
閲
式
、
音
楽
演
奏
、
戦

闘
訓
練
展
示
、
体
験
試
乗
、
ロ
ー

プ
体
験
、
試
着
コ
ー
ナ
ー
、
装
備

品
展
示
、
作
品
展
示

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
駐
屯
地
広

報
室
☎
（
46
）
０
３
５
０

み
ぞ
べ
良
寛
書
展

・ 

期
間
＝
10
月
20
日
（
金
）
〜
31
日

（
火
）

・ 

会
場
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎ 
問
い
合
わ
せ
先
＝
最
勝
寺
良
寛
☎

（
59
）
２
３
４
５

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

Ａ
Ｎ
Ａ 
Ｃ
Ｕ
Ｐ
プ
レ
ー
オ
フ

■ 

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九
州
対

三
重
花
菖
蒲

・ 

日
時
＝
10
月
21
日
（
土
）
午
後
１

時
〜

・
場
所
＝
国
分
総
合
体
育
館

・ 

入
場
料
＝
大
人
１
、
０
０
０
円
、

中
高
校
生
５
０
０
円
、
小
学
生
以

下
は
無
料

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
県
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
☎（
52
）

１
１
５
５相　

談

か
ご
し
ま
Ｄ
Ｖ
１
１
０
番

電
話
無
料
相
談
・
県
の
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
（
夫
・
妻
・
恋
人
）

か
ら
外
出
先
や
外
出
時
間
を
制
限
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
性
的
関
係
を
強

要
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
他
人
の
前

で
侮
辱
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
干
渉

さ
れ
ず
に
自
分
で
自
由
に
使
え
る
お

金
が
少
し
で
も
あ
り
ま
す
か
。

●
相
談
日

・ 

第
３
火
曜
日
（
10
／
17
、
11
／
21
、

12
／
19
、
１
／
16
）
午
後
３
時
〜

５
時

・ 

第
４
火
曜
日
（
10
／
24
、
11
／
28
、

12
／
26
、
１
／
23
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

・ 

相
談
専
用
☎
０
９
９
（
８
０
０
）

５
９
１
３

・
相
談
担
当
＝
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
特
定
非
営
利
活

動
法
人
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
ア
ミ

事
務
局
☎
０
９
９
（
２
０
６
）
３

６
５
０

女
性
相
談

（
毎
月
第
４
火
曜
日
開
設
）

自
分
ら
し
く
生
き
る
っ
て
。
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
。
家
族
、

子
育
て
、
友
人
、
職
場
、
学
校
、
地

域
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

・ 

相
談
日
＝
10
月
24
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・
相
談
員
＝
２
人
（
女
性
相
談
員
）

・ 

相
談
方
法
＝
電
話
相
談
（
面
接
可
）

隼
人
総
合
支
所
☎（
42
）１
１
１
１

女
性
相
談
室
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
総
合
支
所

総
務
課
地
域
振
興
係
☎
内
線
５
０

１
５

募　

集

霧
島
市
行
政
改
革
大
綱（
素
案
）

に
対
す
る
意
見
を
募
集

霧
島
市
で
は
、
平
成
22
年
度
を
目

標
年
度
と
す
る
霧
島
市
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
ま
す
。
現
在
、
こ
の
大

綱
の
素
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

公
表
（
意
見
受
付
）
期
間
＝
10
月

16
日
（
月
）
〜
11
月
13
日
（
月
）

非
常
点
滅
駐
車
灯
を
点
灯
し
、
追

突
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

〇 

ト
ン
ネ
ル
内
で
は
、
ラ
イ
ト
を
必

ず
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

〇 

高
速
道
路
で
は
後
部
座
席
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
県
警
察

本
部
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
・
鹿

児
島
県
高
速
道
路
交
通
安
全
協
議

会
☎
（
63
）
４
５
３
１

霧
島
市
戦
没
者
追
悼
式

霧
島
市
出
身
の
戦
没
者
に
対
し
、

追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
た
め
、
霧
島
市

戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
日
程
で
挙
行

い
た
し
ま
す
。

・ 

日
時
＝
10
月
26
日
（
木
）
午
前
10

時
〜

・
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館　

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
福
祉
事

務
所
社
会
福
祉
課
福
祉
政
策
係
☎

（
64
）
０
９
０
４　

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

取
引
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
は
契

約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２

週
間
以
内
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市

町
村
役
場
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当

窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・ 

届
出
を
必
要
と
す
る
面
積
＝
都
市

計
画
区
域
内
は
５
千
平
方
㍍
以
上
、

区
域
外
は
１
万
平
方
㍍
以
上

お
知
ら
せ

国
分
駅
前
自
転
車
駐
車
場
の

放
置
自
転
車
の
引
取
り
を

国
分
駅
の
自
転
車
駐
車
場
を
無
料

開
放
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
間
放
置

さ
れ
た
自
転
車
が
多
く
他
の
利
用
者

に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

今
回
、
市
の
条
例
に
基
づ
き
長
期

間
放
置
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
を
処
分

す
る
た
め
移
動
し
ま
し
た
。
返
還
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
人
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
面
と
自
転
車
な
ど

の
鍵
を
持
参
の
上
、
都
市
整
備
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
引
取
り
の
な
い
場
合
は
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
の
日
か
ら

６
か
月
で
処
分
し
ま
す
。

・ 

処
分
の
根
拠
＝
10
日
以
上
放
置
さ

れ
て
い
た
も
の

・
処
分
物
件
＝
放
置
自
転
車

・
告
示
日
＝
平
成
18
年
９
月
21
日

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
市
整
備
課
都

市
計
画
係
☎
（
64
）
０
９
０
８

高
速
道
路
で
の
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
渋
滞

時
の
死
傷
者
を
伴
う
追
突
事
故
や
ト

ン
ネ
ル
内
で
の
危
険
運
搬
車
両
が
関

係
す
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

〇 

高
速
道
路
で
は
前
方
の
停
車
車
両

や
渋
滞
車
両
に
接
近
し
た
場
合
は
、

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

12
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必
着

● 

閲
覧
方
法
お
よ
び
閲
覧
場
所

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
閲
覧
＝

霧
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://

w
w
w
.city-kirishim

a.jp

・ 

各
公
共
機
関
へ
の
設
置
＝
国
分
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
４
階
情
報
公
開

室
、
行
政
改
革
推
進
課
、
各
総
合

支
所
総
務
課
、
牧
ノ
原
支
所

● 

意
見
提
出
方
法
＝
閲
覧
場
所
に
あ

る
意
見
提
出
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

意
見
な
ど
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、

本
庁
情
報
公
開
室
お
よ
び
各
総
合

支
所
の
ご
意
見
投
函
箱
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
提
出

は
意
見
提
出
用
紙
の
様
式
に
従

い
、
テ
キ
ス
ト
形
式
で
送
付
く
だ

さ
い
。
添
付
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
提

出
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎ 

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
改

革
推
進
課
行
政
改
革
係
〒
８
９
９

―

４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目
45

―

１
℻（
47
）２
５
２
２
電
子
メ
ー

ルinfo@
city-kirishim

a.jp 

☎

（
64
）
０
９
５
２

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
平
成
15

年
６
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

市
で
は
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
導
入
し
て
い
ま

す
。今

回
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

施
設
（
４
件
６
施
設
）
の
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。

・ 

受
付
期
間
＝
10
月
10
日
（
火
）
〜

31
日
（
火
）

募
集
の
条
件
な
ど
は
、
左
記
の
担

当
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◎ 

指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
施
設
・

問
い
合
わ
せ
先
＝

・ 

丸
岡
公
園
（
横
川
総
合
支
所
丸
岡

公
園
☎
（
72
）
１
３
６
２
）

・ 

国
分
海
浜
公
園
・
国
分
キ
ャ
ン
プ

海
水
浴
場
・
北
公
園
・
南
公
園
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
☎（
64
）
０
９

２
７
・
観
光
課
☎（
64
）０
８
９ 

５
）

・
黒
石
岳
森
林
公
園
（
林
務
水
産
課

　

☎
（
64
）
０
９
３
８
）

国
分
子
ど
も
会
歩
こ
う
会

・
期
日
＝
11
月
19
日
（
日
）

・
集
合
場
所
＝
国
分
城
山
公
園

・
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

・ 

コ
ー
ス
＝
国
分
城
山
公
園
駐
車
場

〜
毛
梨
野
〜
宇
都
良
〜
郡
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
〜
台
明
寺
渓
谷

公
園
（
昼
食
）
〜
北
公
園
〜
毛
梨

野
〜
国
分
城
山
公
園
駐
車
場
（
約

15
㌔
㍍
）

・
参
加
資
格
＝
健
康
な
方

・ 

参
加
定
員
＝
２
０
０
人
（
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

・
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
保
険
代
）

※ 

国
分
子
ど
も
会
会
員
は
無
料
で
す
。

（
県
子
ど
も
会
安
全
会
に
加
入
済
）

・ 

申
込
方
法
＝
子
ど
も
会
関
係
者
は
、

各
単
位
子
ど
も
会
会
長
へ
10
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
。

・ 

一
般
参
加
者
は
、
11
月
２
日
（
木
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

む
こ
と
。
※
参
加
取
消
し
は
11
月

８
日
（
水
）
ま
で
。

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）
☎（
64
）０
９

２
６

新
ふ
る
さ
と
探
訪
〜
天
皇
家

先
祖
の
御
陵
、
高
屋
山
上
陵

嘉
例
川
駅
舎
め
ぐ
り
〜

市
内
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
学

び
ま
せ
ん
か
。

・ 

日
時
＝
10
月
29
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

・ 

見
学
場
所
＝
高
屋
山
上
陵
（
溝
辺
）、

嘉
例
川
駅
（
隼
人
）

・
参
加
料
＝
１
０
０
円

・
集
合
場
所
＝
上
床
公
園
（
溝
辺
）

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺
出

張
所
生
涯
学
習
課
☎
（
58
）
３
１

９
１　

隼
人
歴
史
民
俗
資
料
館
☎

（
43
）
０
１
７
９

平
成
18
年
度
自
衛
官
募
集

・
募
集
種
目
＝
自
衛
隊
生
徒

・ 

受
験
資
格
＝
中
卒
（
見
込
含
む
）

17
歳
未
満
の
男
子

・ 

受
付
期
間
＝
11
月
１
日
〜
19
年
１

月
９
日

・ 

試
験
期
日
＝
19
年
１
月
13
日

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
自
衛
隊
鹿
児
島

地
方
協
力
本
部
国
分
地
域
事
務
所

☎
（
45
）
１
８
３
６
（
自
衛
隊
鹿

児
島
地
方
連
絡
部
国
分
募
集
事
務

所
の
名
称
が
７
月
31
日
か
ら
変
わ

り
ま
し
た
）

子
だ
く
さ
ん
全
員
集
合
！

〜
未
来
の
日
本
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
託
そ
う
〜

国
分
隼
人
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
45
周
年
記
念
事
業
と
し
て
子
ど

も
が
７
人
以
上
い
る
家
族
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
方
に

は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

・ 

資
格
＝
霧
島
市
在
住
で
子
ど
も
７

人
以
上
、
い
ず
れ
か
の
子
ど
も
が

高
校
生
以
下
の
家
族

・ 

締
切
日
＝
10
月
20
日
（
金
）

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
隼

人
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎

（
45
）
４
６
８
８
（
月
〜
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
正
午
）

『
子
ど
も
を
わ
か
る
と
い
う
こ

と
』
〜
児
童
・
思
春
期
の

心
理
臨
床
の
場
か
ら
〜

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部
教
授

／
臨
床
心
理
士
の
山
喜
高
秀
先
生
が

「
子
ど
も
た
ち
は
変
わ
っ
た
か
」
に

つ
い
て
講
演
。
ま
た
、
精
神
科
、
心

K irishima Information

療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
児
童
心
理
療

育
施
設
の
場
か
ら
意
見
を
交
え
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま
す
。

・ 

日
時
＝
10
月
21
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
45
分

・ 

場
所
＝
志
學
館
大
学
第
２
講
義
棟

・ 

参
加
費
＝
一
般
１
、
０
０
０
円
、

学
生
５
０
０
円

・ 

申
込
方
法
＝
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
勤

務
先
・
職
種
・
連
絡
先
を
明
記
し

て
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
志
學

館
大
学
心
理
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

（
43
）
１
１
９
７

第
６
回
歳
末
助
け
合
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
出
演
者

募
集

・ 

日
時
＝
12
月
10
日
（
日
）
午
後
０

時
30
分
〜
４
時

・ 

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

・ 

内
容
＝
舞
台
発
表
（
日
舞
、
カ
ラ

オ
ケ
、
三
味
線
、
民
謡
、
コ
ー
ラ
ス
、

ダ
ン
ス
な
ど
）

・ 

募
集
開
始
（
説
明
会
）
＝
10
月
17

日
（
火
）

・ 

締
切
日
＝
11
月
６
日
（
月
）

※
多
数
の
場
合
抽
選

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
地

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
）
☎

（
42
）
２
２
５
６
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

気
が
か
り
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
将
来
、
鹿
児
島
弁
が
廃す

た

れ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
し
ら
と
。

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
鹿
児
島
で
す

が
、
今
で
も
初
め
て
聞
く
鹿
児
島
弁

が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、
祖
父
母
と

生
活
を
し
て
い
な
い
子
ど
も
も
多
い

の
で
、
生き

っ

粋す
い

の
鹿
児
島
弁
は
聞
い
て

も
わ
か
ら
な
い
し
、
話
す
こ
と
は
な

お
さ
ら
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

こ
の
鹿
児
島
の
文
化
を
消
す
こ
と
な

く
後
世
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
ご
年
配
の
方
々
に
ご
指
導
頂
き

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
と
の
鹿
児
島
弁

で
の
交
流
会
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
Ｍ
40
歳
女
性
）

●

全
く
同
感
で
す
。
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
若
い
世
代
と
話
を
し
て
も

通
じ
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

生
粋
の
鹿
児
島
弁
は
私
た
ち
が
使
う

鹿
児
島
弁
と
違
い
、
本
当
に
上
品
な

こ
と
ば
で
あ
り
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
後

世
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。こ

ん
に
ち
は
、
毎
号
広
報
誌
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
者
で
す
。

年
を
重
ね
る
と
、
ど
う
し
て
も
家
に

い
る
こ
と
が
多
く
な
く
な
り
ま
す
。

「
き
り
し
ま
、
か
わ
ら
版
」
な
ど
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
み
で
な

く
全
地
域
の
行
事
、
話
題
が
得
ら
れ
、

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
近
所
の
方
た

ち
と
も
広
報
誌
の
内
容
を
楽
し
く
話

し
た
り
し
て
時
を
過
ご
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
編
集
な
さ
る
職
員
の
方
々

の
ご
苦
労
た
い
へ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
る
読
者
が
お
り
ま

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
・

Ａ
70
歳
女
性
）

●

広
報
き
り
し
ま
は
市
か
ら
の
情
報

を
皆
さ
ん
方
に
お
伝
え
す
る
大
切
な

情
報
誌
で
す
。
今
後
も
で
き
る
だ
け

多
く
の
地
域
の
情
報
・
話
題
を
お
届

け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
い
。

故
郷
に
帰
り
６
年
余
り
、
私
の

愛
し
て
止
ま
な
い
錦
江
湾
を

懐
に
抱
い
た
桜
島
の
雄
姿
を
朝
な
夕

な
に
眺
め
、
広
が
る
国
分
平
野
に
心

和
ま
さ
れ
た
雨
上
が
り
に
掛
る
途と

轍て
つ

も
な
く
大
き
な
弧
を
描
い
た
虹
に
感

動
し
、
懐
か
し
い
ふ
る
里
の
星
や
光

や
風
の
何
と
も
言
え
な
い
温
も
り
の

中
で
活
力
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

９
月
号
「
郷
土
史
へ
の
扉
」
の
示
唆

に
富
ん
だ
記
事
を
感
銘
深
く
拝
読
い

た
し
ま
し
た
。
先
月
の
県
北
部
豪
雨

大
災
害
を
思
い
ま
す
時
、
百
年
先
を

見
据す

え
て
治
水
工
事
を
し
た
藩
主
久

光
の
先
見
性
に
満
腔
の
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
霧
島
市
民
は
、

市
長
と
共
に
皆
が
心
を
合
わ
せ
目
先

に
囚と

ら

わ
れ
ず
百
年
後
に
焦
点
を
合
わ

せ
市
政
に
参
画
す
べ
き
で
あ
る
と
一

層
思
わ
し
め
ら
れ
ま
し
た
。（
名
波

の
黄
門
さ
ん
69
歳
男
性
）

●

何
事
も
目
先
に
囚
わ
れ
ず
先
見
性

を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

将
来
の
霧
島
市
を
見
据
え
、
各
分
野

で
市
政
に
も
関
心
を
持
ち
、
霧
島
市

の
未
来
の
た
め
参
画
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

霧
島
市
に
来
て
３
か
月
目
の
新

参
者
で
す
。
長
野
県
か
ら
来

た
の
で
、
気
候
の
違
い
に
心
身
と
も

に
び
っ
く
り
し
て
お
り
ま
す
。
暑
さ

の
中
で
元
気
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
ち

ら
の
方
に
は
感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
や
若
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

お
年
寄
り
ま
で
が
私
に
は
炎
天
と
思

わ
れ
る
中
、
外
で
ス
ポ
ー
ツ
し
た
り
、

出
歩
い
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。

一
体
ど
う
や
っ
て
暑
さ
に
耐
え
、
健

康
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
ぜ
ひ

教
え
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。（
雪

女
32
歳
女
性
）

●

南
国
鹿
児
島
で
育
っ
て
い
ま
す
の

で
暑
さ
に
強
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ

れ
ぞ
れ
体
を
鍛
え
、
健
康
管
理
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
寒
さ
に
強
い

雪
女
さ
ん
も
数
年
経
つ
と
暑
さ
に
も

強
く
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

随
想
の
松
橋
氏
の
お
話
を
読

み
、
私
も
ヨ
ソ
者
。
こ
こ
に

来
て
16
年
に
な
り
ま
す
が
つ
く
づ
く

そ
う
思
い
ま
す
。
幸
い
子
ど
も
た
ち

は
こ
こ
出
身
。
た
だ
た
だ
、
い
い
人

材
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
う
ば
か
り

で
す
。
私
も
幸
い
要
約
筆
記
を
ぼ
け

防
止
と
思
っ
て
始
め
て
３
年
。
奥
が

深
く
た
だ
勉
強
の
限
り
で
す
。
お
互

い
が
ん
ば
れ
ば
と
。（
花
房
53
歳
女

性
）

●

こ
ち
ら
に
来
ら
れ
て
16
年
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
こ
こ
霧
島
を
第
２
の

ふ
る
さ
と
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
さ
ん
た
ち
も
こ
れ
か
ら
楽
し
み

な
こ
と
で
し
ょ
う
。
要
約
筆
記
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

９
月
号
の
特
集
「
霧
島
国
際
音

楽
祭
２
０
０
６
」
は
と
て
も

読
み
応
え
の
あ
る
内
容
で
し
た
。
27
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回
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
国

内
外
の
優
れ
た
講
師
、
熱
意
の
あ
る

受
講
生
、
地
元
、
友
の
会
の
献
身
的

な
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
こ

と
で
し
た
。
こ
の
音
楽
祭
の
お
陰
で
、

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
が
で
き
た
こ
と

も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市

民
は
霧
島
国
際
音
楽
祭
が
ま
す
ま
す

充
実
発
展
す
る
よ
う
、
期
間
中
開
催

さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
研
修
会
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
霧
島
国
際
音
楽
祭
は
霧

島
市
が
世
界
に
誇
る
文
化
的
財
産
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。（
Ｔ
・
Ｙ
66
歳

男
性
）

●

今
回
特
集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
は
、

音
楽
祭
に
つ
い
て
の
知
識
不
足
で
皆

さ
ん
方
に
ど
う
伝
え
れ
ば
よ
い
か
不

安
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
多
く

の
関
係
者
の
方
々
の
協
力
で
何
と
か

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

た
ち
も
取
材
し
な
が
ら
本
当
に
感
動

し
ま
し
た
。
こ
の
財
産
を
一
緒
に
次

世
代
へ
引
き
継
い
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
き
り
し
ま
は
最
初
の
こ
ろ

に
比
べ
、
最
近
は
見
ご
た
え

の
あ
る
内
容
が
増
え
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
霧
島
市
の
田
園
風
景

も
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
い
う
感

が
あ
り
ま
す
の
で
欲
張
り
と
は
思
い

ま
す
が
農
業
や
地
区
の
昔
話
な
ど
掘

り
起
こ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
よ
い
記
事
を
満
載
さ

れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。「
金
を
掘

り
川
を
掘
る
」
の
続
き
を
ぜ
ひ
見
た

い
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｍ
74
歳
男
性
）

●

霧
島
市
の
田
園
風
景
も
本
当
に
す

ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
素
材
は
ほ

か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
農
業

や
昔
話
な
ど
の
掲
載
も
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

号
を
重
ね
る
ご
と
に
整
理

さ
れ
て
読
み
や
す
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
広
範
囲
の
地
域
、

多
く
の
ペ
ー
ジ
数
…
編
集
も
た
い
へ

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
す
。

中
で
も
「
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
01
」
は
何
と
な
く
見
や
す
く
な
っ

た
気
が
し
ま
し
た
。
よ
り
身
近
な
情

報
誌
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。（
も
ぜ
36
歳
女
性
）

●

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
01
が
見
や

す
く
な
っ
た
と
の
ご
意
見
、
今
後
の

参
考
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

牧
園
に
行
く
時
の
妙
見
の
景
色

が
大
好
き
で
す
。
そ
の
時
、

時
間
が
あ
れ
ば
必
ず
立
ち
寄
る
の
が

足
湯
。
道
路
沿
い
に
あ
り
、
無
料
も

魅
力
。
今
ま
で
何
人
か
の
旅
人
と
お

話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
交
流
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。
温
泉
め
ぐ
り
を
さ

れ
て
い
る
方
、
神
戸
、
横
浜
…
と
遠

い
所
か
ら
来
ら
れ
て
い
ま
す
。「
霧

島
は
す
ご
く
い
い
所
で
し
た
」
と
言

わ
れ
る
と
、
自
分
の
こ
と
を
ほ
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
う
れ
し
い
気
分
に

な
り
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
自
然
、
お

い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
霧
島

市
。
こ
ん
な
い
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
る
自
分
は
幸
せ
だ
な
ー
と
、
足
を

つ
け
な
が
ら
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。（
霧
島
ユ
ロ
ン
41

歳
女
性
）

●

妙
見
の
足
湯
は
地
元
の
方
が
い
つ

も
清
掃
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に

ご
苦
労
様
で
す
。
す
ば
ら
し
い
所
に

は
す
ば
ら
し
人
が
い
ま
す
。
私
た
ち

も
霧
島
を
ほ
め
ら
れ
る
と
本
当
に
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
旅

人
と
い
ろ
ん
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ

い
ね
。

こ
の
ほ
か
、
10
通
の
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
13
人
の
方
に

配
送
し
ま
し
た
。

※ 

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.20/2006.10）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

電話（　　　　　　）　　　　－
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霧
島
市
環
境
基
本
条
例

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

お便りをくださった方の中から新
高なしを５人の方にプレゼント。
応募締切は10月20（金）当日消
印有効です。当選の発表は、商品
の発送をもってかえさせていただ
きます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な出来事、何でも好きなことを書
いてください。

おたより
待ってます

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

９
月
の
霧
島
市
議
会
で
市
環
境

基
本
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決
い
た

だ
き
ま
し
た
。
霧
島
市
の
貴
重
な

自
然
と
共
生
し
な
が
ら
、
環
境
を

保
全
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
を

生
き
る
私
た
ち
の
責
任
で
も
あ
り
、

霧
島
市
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た

霧
島
市
の
環
境
を
再
認
識
し
、
こ

れ
を
大
切
に
す
る
気
運
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
観
光

や
農
産
品
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に

役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
は
県
議
会
屋
久
島
議

員
連
盟
の
会
長
の
と
き
、
先
頭
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
回
の
条

例
に
は
県
議
時
代
か
ら
の
思
い
入

れ
が
あ
り
、
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

大
き
な
柱
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
県

議
時
代
も
旧
１
市
６
町
で
、
こ
の

条
例
制
定
を
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
七
つ
の
自
治
体
で
同
意
を
得

る
こ
と
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
今
回
の
条
例
制
定
は
合
併
の

メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
り
、
地
域
住
民
が

心
を
一
つ
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。霧

島
市
は
海
抜
ゼ
ロ
㍍
か
ら
標

高
１
、７
０
０
㍍
ま
で
あ
り
、
霧
島

は
日
本
初
の
国
立
公
園
で
す
。
美

し
い
海
、
山
、
川
に
恵
ま
れ
貴
重
な

動
植
物
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ

の
「
美
し
い
霧
島
市
」
を
次
世
代

へ
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

国道 504号沿いの溝辺物産館。この辺りは昔「横
よこ

大
だい

路
どう

」と呼
ばれ畑が多く「よこんでろ畑」と言われていました。これと物産
館に来るように「道をまっすぐ行かないでちょっと横に出ろ」とを
かけて「よこでーろ」の名前がついたそうです。物産館には生花、
野菜、惣菜など86の人や会社が出品しています。

◎問い合わせ先＝溝辺物産館「よこでーろ」　☎（58）2949
　【営業時間：午前 9時 30 分～午後 6時】

溝辺物産館「よこでーろ」から
新高なし２個入りをプレゼント
します。

○牧園町文化祭
期日＝10月28日㈯・29日㈰
場所＝高千穂小学校体育館

○ふくふくランドふるさとまつり
期日＝10月28日㈯・29日㈰
場所＝福山活性化センター

○国分支部文化祭
期日＝11月２日㈭・３日㈮
場所＝ 霧島市民会館・国分シビッ

クセンター
○霧島文化祭
期日＝11月２日㈭・３日㈮
場所＝霧島公民館

○溝辺ふるさと祭り
期日＝11月３日㈮
場所＝みそめ館

○横川支部文化祭
期日＝11月３日㈮ 
場所＝横川公民館

○隼人地区文化祭
期日＝11月３日㈮・４日㈯　
場所＝ 隼人農村環境改善センター

隼人体育館
○第１回霧島市芸術祭
期日＝11月11日㈯・12日㈰
場所＝みそめ館

霧
島
市
芸
術
祭
お
よ
び
各
地
区
文
化
祭
の
お
知
ら
せ

文
化
祭
は
例
年
ど
お
り
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
霧

島
市
と
霧
島
市
文
化
協
会
の
誕
生
を
記
念
し
、
霧
島
市
芸
術
祭
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
芸
術
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎ 問い合わせ先＝文化振興課☎（64）
0990および各出張所生涯学習課

広報きりしま  26

さ
ら
地
に
し
て
い
る
国
分
上
井
の

実
家
跡
地
の
裏
山
一
帯
が
、
県
の
急

傾
斜
地
崩
落
対
策
事
業
で
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
先
日
、
状
況
を
見

に
行
っ
た
。
標
高
約
１
３
１
㍍
の
山

上
に
あ
っ
た
上う

わ

井い

城
跡
の
麓
で
、
周

り
に
民
家
が
帯
状
に
張
り
付
い
て
い

る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
こ
の
小
高
い

山
を
「
お
え
ん
し
ろ
（
上
井
城
）」
と

まつもと　けんじ（65）／（国分湊在住）
1941年台湾高雄市生まれ。59年3月
県立国分高校卒業、63年3月専修大学
法学部卒。同年4月鹿児島新報社入社、
65年3月読売新聞西部本社入社。鹿児
島支局、出水、宇部、別府通信部、佐世
保支局を経て89年、国分・霧島通信部
に。日常の事件・事故、災害や行政など
の報道取材に当たる。今年3月退職。

は
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
サ
バ
イ
バ
ル
的

な
遊
び
場
だ
っ
た
。
痛
い
思
い
も
し

た
。
小
学
５
年
の
と
き―

。
友
だ
ち

３
人
で
塩
を
持
っ
て
青
梅
を
ち
ぎ
り

に
行
っ
た
。
ふ
ざ
け
て
い
る
う
ち
土

手
を
転
げ
落
ち
、
左
の
ふ
く
ら
は
ぎ

に
竹
の
切
り
株
が
突
き
通
っ
た
。
い

ろ
ん
な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
山
に
、

今
、
そ
の
中
腹
に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
楽
し
め
る

南
公
園
が
あ
る
。「
せ
っ
か
く

の
こ
と
な
ら
」
と
、
急
な
遊

歩
道
の
ま
ま
に
山
頂
の
城
跡

ま
で
登
っ
て
み
た
。

山
頂
に
立
っ
た
の
は
50
余

年
ぶ
り
か
。「
オ
ー
、
よ
か
と

こ
や
（
良
い
と
こ
ろ
だ
）」。

す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
思
わ
ず
声
を
発
し
た
。
正

面
に
は
鏡
の
よ
う
な
錦
江
湾

に
桜
島
、
東
に
は
９
５
０
０

年
前
の
国
内
最
古
、
最
大
級

の
縄
文
の
ム
ラ
を
復
元
し
た

上
野
原
縄
文
の
森
、
西
の
隼

人
沖
に
は
三
島
、
振
り
向
け

ば
眼
下
に
京
セ
ラ
鹿
児
島
国

分
工
場
。
目
線
を
上
げ
れ
ば

城
山
公
園
が
。

上
井
城
跡
か
ら
国
分
下
井

の
海
岸
に
向
け
て
１
本
の
道

が
延
び
て
い
る
。
余
生
を
上

〈随ずいそう想〉

井
城
の
麓
で
送
っ
た
島
津
義
久
の
長

女
、
お
平
様
が
海
に
潮し
お

く
み
に
通
っ

た
道
だ
。
郷
土
誌
に
よ
る
と
、
お
平

様
は
嫁
ぎ
先
の
薩
州
島
津
家
の
義
虎

に
先
立
た
れ
た
後
、
嫡

ち
ゃ
く

子し

忠
辰
が
朝

鮮
の
役
で
軍
規
を
守
ら
な
か
っ
た
と

豊
臣
秀
吉
の
怒
り
を
買
っ
て
家
は
断

絶
、
国
分
に
帰
さ
れ
た
。
お
平
様
が

悲
し
み
を
こ
ら
え
な
が
ら
通
っ
た
で

あ
ろ
う
道
を
、
今
、
国
分
南
小
、
国

分
南
中
の
子
ど
も
た
ち
が
語
ら
い
な

が
ら
下
校
し
て
い
る
。

リ
タ
イ
ア
し
て
半
年
。
体
も
気
も

な
ま
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
動
く
よ

う
心
が
け
て
い
る
。
好
ん
で
行
く
所

に
、
天
文
史
に
残
る
大
発
見
と
な
っ

た
百
ひ
ゃ
く

武た
け

す
い
星
発
見
の
地
（
国
分
平

山
）
が
あ
る
。
上
野
原
縄
文
の
森
へ

車
で
10
分
足
ら
ず
の
距
離
で
、
隼
人

町
の
故
百
武
裕
司
さ
ん
が
１
９
９
５

年
12
月
と
翌
年
１
月
に
発
見
、
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
世
界
に
発
信
さ
れ
た
。

百
武
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
、
地
元

の
人
が
記
念
碑
を
建
て
て
公
園
に
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
天
文
学

習
の
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
百
武

さ
ん
の
世
界
的
な
偉
業
を
後
世
に
伝

え
る
意
味
で
も
「
天
文
施
設
が
あ
れ

ば
」
と
、
竪た

て

穴あ
な

住
居
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
想
像
し
て

は
時
間
を
費
や
す
。
宇
宙
の
世
界
か

ら
縄
文
時
代
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
隣

り
合
わ
せ
て
い
る
の
が
こ
の
地
域
の

特
色
だ
。
１
市
６
町
の
合
併
で
平
成

の
ふ
る
さ
と
は
一
段
と
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
た
。
海
、
山
、
温
泉
、
上

野
原
縄
文
の
森
…
。
こ
れ
ほ
ど
条
件

に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
自
然

の
美
し
さ
に
比
例
し
て
人
の
心
も
温

か
い
。
そ
ん
な
ふ
る
さ
と
が
好
き
だ
。

畑
仕
事
で
一
汗
か
き
、
桜
島
を
眺
め

な
が
ら
地じ

下か

足た

袋び

姿
の
ま
ま
縁
側
で

メ
ザ
シ
を
お
か
ず
に
昼
飯
を
食
べ
る

―

こ
れ
以
上
の
幸
せ
は
な
い
。

風
の
音　

土
の
に
お
い

人
の
温
も
り　

ふ
る
さ
と
に
感
謝

Profile

お平様が上井城から潮くみに通った道が海へと延びる

ふるさとに感謝
◎松元 賢次

言
っ
て
、
セ
ン
ダ
ン
の
実
を
餌
に
ヒ

ヨ
ド
リ
の
ワ
ナ
を
仕
掛
け
た
り
、
モ

チ
ノ
キ
の
モ
チ
を
竹
の
棒
先
に
塗
り

つ
け
て
メ
ジ
ロ
を
追
っ
た
り
、
手
作

り
の
台
車
で
坂
道
を
降
下
し
た
り
し

て
遊
び
ふ
け
っ
た
。

昼
間
、
キ
ジ
の
巣
を
見
つ
け
て
お

い
て
、
夜
、
捕
ま
え
て
キ
ジ
鍋
に
し

た
り
も
し
た
。
今
ど
き
の
子
ど
も
に
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